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いちごのババロア

ⓒよい食P
作り方

①いちごはヘタを取って洗い、キッチンペーパーで水気をふ
き取る。

②耐熱容器に水を入れ、ゼラチンをふり入れて膨潤させる。レ
ンジで加熱し、溶かす。（600～700ｗで約20秒程度）

③ミキサーに①、ヨーグルト、はちみつ、砂糖、レモン汁を入れて、
なめらかになるまで撹拌する。

④③に②を入れて、再度しっかり撹拌し、容器に入れて冷蔵庫で
冷やし固める。

⑤固まったら、スライスしたいちご、マシュマロ、ミントの葉を飾る。

いちご …………… 530ｇ
ヨーグルト（プレーン）… 530ｇ
はちみつ ………… 160ｇ
砂糖 …………… 50ｇ
レモン汁 …………大さじ1
ゼラチン ………… 25ｇ

材料（180㎖入り容器約10個分） エネルギー 126kcal／個

水 ……………………150㎖
【飾り用】
いちご …………………少々
ミントの葉 ……………10枚
マシュマロ ……………少々

い

後藤 昌栄さん
JA愛媛厚生連　管理栄養士

ただきま旬！

ヨーグルト、はちみつ、砂糖、
レモン汁はボウルに入れておき、
いちごと撹拌する前に混ぜ合
わせておきましょう。

表紙
の子ど

も

　中須賀美槻ちゃん（8）と真緒ちゃん（5）は、生き物が大好きな仲良し姉妹！

家ではウーパールーパーを育てています。

　体育と算数が得意な美槻ちゃんは、生き物の中でも特にカエルが好きで

す。大きくなったらカエル博士になって新種を発見したいです。

　真緒ちゃんは粘土遊びをするのがマイブームです。４月から幼稚園で

クッキングの習い事を始めるので、おいしいホットケーキを作るのが

今から楽しみです♪

生き物大好き仲良し姉妹生き物大好き仲良し姉妹
み づき ま を

春にはたくさんの

オタマジャクシを

育てるよ
ー！

旬
ＪＡ松山市管内の出
荷時期は、11月から
５月です。ＪＡ松山
市の主な品種は「紅
ほっぺ」です。

保存方法は？
キッチンペーパー
を敷いた容器に、
ヘタを下にして、重
ならないように並
べます。上にも キッ
チンペーパーをの
せてふたをし、冷蔵
庫で保管します。

豆知識
紅ほっぺは「章姫（あきひめ）」×「さちの
か」をかけ合わせて2002年に誕生した品
種です。甘味が強く酸味もやや強めで、イ
チゴ本来の甘酸っぱさを堪能できます。

選び方は？
ヘタがピンとしていて、
表面はツヤがあり、赤み
がきれいなものが新鮮
です。

イ
チ
ゴ（
紅
ほ
っ
ぺ
）

イ
チ
ゴ（
紅
ほ
っ
ぺ
）の

研
究
室

おいしくてほっぺが落ちる

❤
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企
画
管
理
部

　
自
己
改
革
の
実
践
に
よ
り
経
営
基
盤
を
強
化
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
組
織
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

リ
ス
ク
管
理
課

１
．
防
災
・
防
犯
を
含
め
た
経
営
リ
ス
ク
を
把
握

し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
充
実
・
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
内
部
管
理
態
勢
を
強

化
し
ま
す
。

企
画
管
理
課

１
．
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
店
舗
運

営
体
制
を
再
構
築
し
経
営
基
盤
の
確
立
に
努

２
．農
業
を
め
ぐ
る
情
勢

　
異
常
気
象
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
加
え
、
原
材
料

の
輸
入
依
存
度
が
高
い
肥
料
、
燃
料
、
飼
料
等
の
価
格

の
高
止
ま
り
が
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
持
続
可
能
な
農
業
生
産
を
実
現
す
る
た
め
に

は
コ
ス
ト
増
加
分
が
販
売
価
格
へ
反
映
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
政
府
は
昨
年
、
我
が
国
の
農
業
を
め
ぐ
る

情
勢
変
化
を
ふ
ま
え
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
を

改
正
し
、
本
年
か
ら
初
動
５
年
間
を
「
農
業
構
造
転
換

集
中
対
策
期
間
」
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。
小
規
模
・
家

族
経
営
を
含
む
多
様
な
担
い
手
が
将
来
展
望
を
も
っ
て

営
農
継
続
で
き
る
「
適
正
な
価
格
形
成
」
等
の
基
本
政

策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

Ⅱ
．
Ｊ
Ａ
の
進
路
と
方
針

　「
地
域
社
会
と
共
生
し
、信
頼
と
負
託
に
こ
た
え
る
Ｊ

Ａ
松
山
市
」の
経
営
理
念
の
も
と
、組
合
員
・
地
域
住
民

の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞
き
な
が
ら
、
役
職
員

2
0
2
5
年
度
「
挑
戦
と
変
革
の
年
」

地
域
と
と
も
に
農
業
を
将
来
へ
つ
な
げ
る

組
織
づ
く
り
と
人
材
育
成
を

特 集

　
総
　
務
　
部

　
安
定
し
た
収
益
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き

経
営
資
源
の
有
効
活
用
と
効
率
運
用
に
努
め
ま
す
。

庶
務
課

１
．
費
用
対
効
果
を
基
本
と
し
、事
業
の
必
要
性
・

効
率
性
に
応
じ
た
諸
費
用
を
適
正
に
支
出
し

ま
す
。

２
．
各
部
門
と
連
携
し
て
組
合
員
の
加
入
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
資
格
を
適
切
に
管

理
し
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
部

　
組
合
員
に
限
ら
ず
地
域
住
民
や
若
年
層
な
ど
対

象
者
に
応
じ
た
多
様
な
広
報
媒
体
を
使
い
分
け
、

Ｊ
Ａ
や
農
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
醸
成
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
課

１
．
女
性
部
と
青
壮
年
部
が
連
携
し
、
国
消
国
産

の
浸
透
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
不
動
産
売
買
の
仲
介
を
強
化
し
ま
す
。

広
報
課

１
．Ｊ
Ａ
の
存
在
意
義
や
食
と
農
を
支
え
る
役
割

を
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
子
育
て
世
代
や
若

年
層
に
広
く
発
信
し
ま
す
。

２
．Ｊ
Ａ
松
山
市
を
幅
広
い
層
に
周
知
し
て
も
ら

部
門
別
運
営
方
針

　
監
　
査
　
室

　
監
事
会
・
会
計
監
査
人
・
統
括
部
署
と
連
携
を

図
り
、
充
実
し
た
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

監
査
課

１
．
被
監
査
所
場
で
の
固
有
リ
ス
ク
や
残
存
リ
ス

ク
を
評
価
し
、効
果
的
な
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
め
ま
す
。

２
．
支
所
別
・
部
門
別
の
損
益
状
況
を
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
収
益
性
と
健
全
性
を
確
保
で
き

る
組
織
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

人
事
課

１
．
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る
職
員
を
育
成
し
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
組
織
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

２
．
労
務
管
理
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を
進
め
、
人
事
労

務
態
勢
の
適
正
化
と
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

経
営
基
本
方
針

Ⅰ
．
経
済
の
見
通
し

１
．
一
般
情
勢

　
国
内
経
済
は
円
安
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
や
人

手
不
足
、
物
価
高
を
背
景
と
し
た
賃
上
げ
に
よ
る
景
気

回
復
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
長
期
化
す
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
紛
争
や
中
東
情
勢
、
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る

政
策
運
営
な
ど
、
海
外
要
因
を
中
心
に
景
気
の
先
行
き

不
透
明
感
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、日
銀
に
よ
る
３
月
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除
、

７
月
の
追
加
利
上
げ
に
よ
り
金
利
の
あ
る
世
界
へ
と
大

き
く
動
き
ま
し
た
。今
年
１
月
の
利
上
げ
に
続
き
、更
な

る
利
上
げ
の
可
能
性
も
含
め
持
続
的
な
賃
金
上
昇
に
よ

り
、「
消
費
の
拡
大
↓
物
価
上
昇
↓
賃
金
上
昇
」と
い
っ

た
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
が
実
現
で
き
る
か
が
課
題
と

な
り
ま
す
。

　
　

2025年度  経営基本方針2025年度  部門別運営方針

財
務
課

１
．
経
理
事
務
を
再
整
備
し
、
事
務
の
効
率
化
と

リ
ス
ク
軽
減
を
図
り
ま
す
。

資
金
運
用
課

１
．
世
界
経
済
や
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
を
注
視

し
、
安
定
し
た
余
裕
金
運
用
に
努
め
ま
す
。

一
丸
と
な
っ
て
当
Ｊ
Ａ
の
個
性
を
生
か
し
た
自
己
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。農
業
は
生
命
維
持
産
業

で
あ
り
国
家
の
礎
で
あ
る
こ
と
、Ｊ
Ａ
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
基
に
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
現

状
に
問
題
意
識
を
持
ち
変
革
し
て
い
く
人
材
の
育
成

と
地
域
と
共
に
農
業
を
守
り
将
来
へ
繋
げ
る
組
織
づ

く
り
を
進
め
、
10
年
20
年
先
も
皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
事
業
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

１
．
地
域
と
の
つ
な
が
り
強
化

　
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等

を
強
化
し
、
組
合
員
や
地
域
住
民
、
消
費
者
と
の
交
流

を
図
り
、地
域
社
会
の
発
展
と
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

２
．
地
域
と
共
に
農
業
を
守
る

　
地
域
の
農
業
所
得
確
保
の
た
め
、
女
性
農
業
者
を
含

む
多
様
な
農
業
者
へ
の
作
業
や
経
営
支
援
、
情
報
提
供

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

３
．「
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
」の
精
神

　
　
で
邁
進
す
る
職
場
風
土
づ
く
り

　
個
々
の
能
力
や
個
性
を
存
分
に
発
揮
し
新
た
な
事

に
挑
戦
す
る
組
織
づ
く
り
と
、
職
場
に
前
向
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
た
ら
す
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
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依
存
度
が
高
い
肥
料
、
燃
料
、
飼
料
等
の
価
格

の
高
止
ま
り
が
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
持
続
可
能
な
農
業
生
産
を
実
現
す
る
た
め
に

は
コ
ス
ト
増
加
分
が
販
売
価
格
へ
反
映
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
政
府
は
昨
年
、
我
が
国
の
農
業
を
め
ぐ
る

情
勢
変
化
を
ふ
ま
え
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
を

改
正
し
、
本
年
か
ら
初
動
５
年
間
を
「
農
業
構
造
転
換

集
中
対
策
期
間
」
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。
小
規
模
・
家

族
経
営
を
含
む
多
様
な
担
い
手
が
将
来
展
望
を
も
っ
て

営
農
継
続
で
き
る
「
適
正
な
価
格
形
成
」
等
の
基
本
政

策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

Ⅱ
．
Ｊ
Ａ
の
進
路
と
方
針

　「
地
域
社
会
と
共
生
し
、信
頼
と
負
託
に
こ
た
え
る
Ｊ

Ａ
松
山
市
」の
経
営
理
念
の
も
と
、組
合
員
・
地
域
住
民

の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞
き
な
が
ら
、
役
職
員

2
0
2
5
年
度
「
挑
戦
と
変
革
の
年
」

地
域
と
と
も
に
農
業
を
将
来
へ
つ
な
げ
る

組
織
づ
く
り
と
人
材
育
成
を

特 集

　
総
　
務
　
部

　
安
定
し
た
収
益
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き

経
営
資
源
の
有
効
活
用
と
効
率
運
用
に
努
め
ま
す
。

庶
務
課

１
．
費
用
対
効
果
を
基
本
と
し
、事
業
の
必
要
性
・

効
率
性
に
応
じ
た
諸
費
用
を
適
正
に
支
出
し

ま
す
。

２
．
各
部
門
と
連
携
し
て
組
合
員
の
加
入
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
資
格
を
適
切
に
管

理
し
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
部

　
組
合
員
に
限
ら
ず
地
域
住
民
や
若
年
層
な
ど
対

象
者
に
応
じ
た
多
様
な
広
報
媒
体
を
使
い
分
け
、

Ｊ
Ａ
や
農
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
醸
成
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
課

１
．
女
性
部
と
青
壮
年
部
が
連
携
し
、
国
消
国
産

の
浸
透
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
不
動
産
売
買
の
仲
介
を
強
化
し
ま
す
。

広
報
課

１
．Ｊ
Ａ
の
存
在
意
義
や
食
と
農
を
支
え
る
役
割

を
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
子
育
て
世
代
や
若

年
層
に
広
く
発
信
し
ま
す
。

２
．Ｊ
Ａ
松
山
市
を
幅
広
い
層
に
周
知
し
て
も
ら

部
門
別
運
営
方
針

　
監
　
査
　
室

　
監
事
会
・
会
計
監
査
人
・
統
括
部
署
と
連
携
を

図
り
、
充
実
し
た
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

監
査
課

１
．
被
監
査
所
場
で
の
固
有
リ
ス
ク
や
残
存
リ
ス

ク
を
評
価
し
、効
果
的
な
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
め
ま
す
。

２
．
支
所
別
・
部
門
別
の
損
益
状
況
を
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
収
益
性
と
健
全
性
を
確
保
で
き

る
組
織
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

人
事
課

１
．
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る
職
員
を
育
成
し
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
組
織
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

２
．
労
務
管
理
の
ク
ラ
ウ
ド
化
を
進
め
、
人
事
労

務
態
勢
の
適
正
化
と
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

経
営
基
本
方
針

Ⅰ
．
経
済
の
見
通
し

１
．
一
般
情
勢

　
国
内
経
済
は
円
安
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
や
人

手
不
足
、
物
価
高
を
背
景
と
し
た
賃
上
げ
に
よ
る
景
気

回
復
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
長
期
化
す
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
紛
争
や
中
東
情
勢
、
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る

政
策
運
営
な
ど
、
海
外
要
因
を
中
心
に
景
気
の
先
行
き

不
透
明
感
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、日
銀
に
よ
る
３
月
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除
、

７
月
の
追
加
利
上
げ
に
よ
り
金
利
の
あ
る
世
界
へ
と
大

き
く
動
き
ま
し
た
。今
年
１
月
の
利
上
げ
に
続
き
、更
な

る
利
上
げ
の
可
能
性
も
含
め
持
続
的
な
賃
金
上
昇
に
よ

り
、「
消
費
の
拡
大
↓
物
価
上
昇
↓
賃
金
上
昇
」と
い
っ

た
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
が
実
現
で
き
る
か
が
課
題
と

な
り
ま
す
。

　
　

2025年度  経営基本方針2025年度  部門別運営方針

財
務
課

１
．
経
理
事
務
を
再
整
備
し
、
事
務
の
効
率
化
と

リ
ス
ク
軽
減
を
図
り
ま
す
。

資
金
運
用
課

１
．
世
界
経
済
や
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
を
注
視

し
、
安
定
し
た
余
裕
金
運
用
に
努
め
ま
す
。

一
丸
と
な
っ
て
当
Ｊ
Ａ
の
個
性
を
生
か
し
た
自
己
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。農
業
は
生
命
維
持
産
業

で
あ
り
国
家
の
礎
で
あ
る
こ
と
、Ｊ
Ａ
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
基
に
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
現

状
に
問
題
意
識
を
持
ち
変
革
し
て
い
く
人
材
の
育
成

と
地
域
と
共
に
農
業
を
守
り
将
来
へ
繋
げ
る
組
織
づ

く
り
を
進
め
、
10
年
20
年
先
も
皆
様
か
ら
必
要
と
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
事
業
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

１
．
地
域
と
の
つ
な
が
り
強
化

　
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等

を
強
化
し
、
組
合
員
や
地
域
住
民
、
消
費
者
と
の
交
流

を
図
り
、地
域
社
会
の
発
展
と
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

２
．
地
域
と
共
に
農
業
を
守
る

　
地
域
の
農
業
所
得
確
保
の
た
め
、
女
性
農
業
者
を
含

む
多
様
な
農
業
者
へ
の
作
業
や
経
営
支
援
、
情
報
提
供

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

３
．「
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
」の
精
神

　
　
で
邁
進
す
る
職
場
風
土
づ
く
り

　
個
々
の
能
力
や
個
性
を
存
分
に
発
揮
し
新
た
な
事

に
挑
戦
す
る
組
織
づ
く
り
と
、
職
場
に
前
向
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
た
ら
す
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
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指
導
課

１
．
水
稲
高
温
耐
性
品
種
『
に
じ
の
き
ら
め
き
』

の
２
０
２
６
年
か
ら
の
本
格
導
入
に
向
け
、

栽
培
技
術
の
確
立
と
農
家
へ
の
啓
蒙
を
行
い

ま
す
。

２
．
生
産
資
材
の
活
用
や
品
種
、
栽
培
方
法
の
改

善
に
よ
り
、
猛
暑
下
で
の
生
産
量
の
確
保
や
品

質
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

販
売
課

１
．
市
場
情
勢
や
物
流
問
題
を
踏
ま
え
、
規
格
の

簡
素
化
や
安
定
供
給
で
き
る
販
路
を
選
択
し
、

有
利
販
売
に
つ
な
げ
ま
す
。

２
．
生
産
基
盤
が
縮
小
す
る
中
、
運
営
コ
ス
ト
の

削
減
や
物
流
効
率
化
に
向
け
、
集
荷
場
の
集

約
・
再
編
を
検
討
し
ま
す
。

育
苗
課

１
．
気
象
変
化
に
左
右

さ
れ
な
い
良
質
な
苗

づ
く
り
と
安
定
供
給

で
き
る
育
苗
態
勢
を

構
築
し
ま
す
。

　
営
農
販
売
部

　
多
様
な
農
業
者
の
所
得
確
保
に
向
け
た
営
農
支

援
事
業
の
構
築
と
、
温
暖
化
な
ど
気
象
変
化
に
適

応
し
た
生
産
技
術
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
生
産

基
盤
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

営
農
支
援
課

１
．
農
作
業
支
援
の
強
化

に
よ
り
労
力
軽
減
や
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
取

り
組
み
、
農
業
生
産
の

拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

２
．
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
営

農
情
報
受
発
信
の
迅
速
化
と
高
度
化
を
進
め
、

農
業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

貸
付
課

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ロ
ー
ン
受
付

や
貸
出
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ
り
、
迅
速
な

顧
客
対
応
を
行
い
ま
す
。

２
．
ロ
ー
ン
相
談
会
の
開
催
に
よ
る
相
談
・
提
案

機
能
を
強
化
し
、
新
規
顧
客
を
獲
得
し
ま
す
。

農
業
金
融
課

１
． 

営
農
・
経
済
部
門
と
の

連
携
を
強
化
し
、
農
業

者
の
資
金
ニ
ー
ズ
を
と

ら
え
地
域
農
業
の
発
展

に
貢
献
し
ま
す
。

　
　
え
る
よ
う
ト
ッ
プ
広

報
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
に
力
を
入
れ
る
と

と
も
に
、
防
犯
・
防

災
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
発

信
し
ま
す
。

　
資
　
材
　
部

　
予
約
購
買
の
更
な
る
強
化
と
安
定
供
給
で
、
組

合
員
の
利
用
率
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

資
材
課

１
．
農
薬
の
大
型
規
格
や
低
コ
ス
ト
の
生
産
資
材

な
ど
の
提
案
を
積
極
的
に
行
い
、
農
家
の
生

産
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
げ
ま
す
。

２
．
在
庫
管
理
を
徹
底
し
、
取
扱
商
品
の
安
定
供

給
に
努
め
ま
す
。

久
万
経
済
セ
ン
タ
ー

１
．
営
農
指
導
・
販
売
部
門
と
連
携
し
、
地
域
農

業
の
拠
点
と
し
て
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

２
．
地
域
に
根
ざ
し
た
葬
儀
を
提
供
す
る
た
め
、

新
設
の
事
務
所
を
活
用
し
事
前
相
談
や
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
強
化
し
ま
す
。

石
油
課

１
．
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
利
点
を
生
か
し
、
利
用
者

が
満
足
で
き
る
店
舗
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

２
．
拠
点
の
統
廃
合
を
進
め
石
油
事
業
の
収
支
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
審
査
管
理
部

　
信
用
事
業
に
お
け
る
事
務
管
理
体
制
の
充
実
と

債
権
の
適
正
管
理
の
た
め
、
継
続
的
な
指
導
と
支

援
を
行
い
ま
す
。

審
査
課

１
．
厳
正
な
貸
出
審
査
や
資
産
査
定
の
検
証
に
よ

り
顧
客
の
財
務
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
、
適

正
な
債
権
保
全
・
管
理
を
行
い
ま
す
。

管
理
課

１
．
貸
出
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
う
情
報
共
有
と
事

務
手
続
き
を
徹
底
し
、債
権
管
理
に
努
め
ま
す
。

金
融
指
導
課

１
．
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
対
応
し
、
基
本

を
遵
守
し
た
手
続
き
や
業
務
が
行
え
る
よ
う

　
共
　
済
　
部

　
組
合
員
・
利
用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

た
親
近
感
の
あ
る
Ｊ
Ａ
共
済
を
目
指
し
ま
す
。

普
及
課

１
． 

組
合
員
・
利
用
者
対
応
を
第
一
義
と
し
た
３

Ｑ
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

２
．
エ
リ
ア
シ
ェ
ア
Ｎ
ｏ
.
１
を
目
指
し
組
合
員
・

利
用
者
に
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
共
済
の
普
及
活
動

2025年度  部門別運営方針2025年度  部門別運営方針

　
金
　
融
　
部

　
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
金
融
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
通
じ
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
金
融

機
関
を
目
指
し
ま
す
。

貯
金
課

１
． 

多
様
化
す
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く

相
談
業
務
を
強
化
し
、
顧
客
満
足
度
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

２
．
営
業
店
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
事
務
に
か

か
る
利
便
性
向
上
・
効
率
化
・
堅
確
化
を
図

り
ま
す
。

金
融
支
援
課

１
．  

信
用
担
当
者
へ
の
研
修
や
資
格
取
得
、
営

業
支
援
を
通
じ
相
談
・
提
案
機
能
を
強
化
し
、

顧
客
基
盤
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

２
．
相
続
相
談
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
に
よ
り
高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
次
世
代
層
と
の
取
引

を
強
化
し
ま
す
。

　
　
巡
回
、
指
導
し
ま
す
。

　
　
に
努
め
ま
す
。

保
全
課

１
．
非
対
面
手
続
き
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

『
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
イ
ペ
ー
ジ
』
の
登
録
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

２
．
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
手
続
き
に
よ
る
事
務
簡
素
化
を

徹
底
し
、
迅
速
な
共
済
金
支
払
い
に
努
め
ま
す
。
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指
導
課

１
．
水
稲
高
温
耐
性
品
種
『
に
じ
の
き
ら
め
き
』

の
２
０
２
６
年
か
ら
の
本
格
導
入
に
向
け
、

栽
培
技
術
の
確
立
と
農
家
へ
の
啓
蒙
を
行
い

ま
す
。

２
．
生
産
資
材
の
活
用
や
品
種
、
栽
培
方
法
の
改

善
に
よ
り
、
猛
暑
下
で
の
生
産
量
の
確
保
や
品

質
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

販
売
課

１
．
市
場
情
勢
や
物
流
問
題
を
踏
ま
え
、
規
格
の

簡
素
化
や
安
定
供
給
で
き
る
販
路
を
選
択
し
、

有
利
販
売
に
つ
な
げ
ま
す
。

２
．
生
産
基
盤
が
縮
小
す
る
中
、
運
営
コ
ス
ト
の

削
減
や
物
流
効
率
化
に
向
け
、
集
荷
場
の
集

約
・
再
編
を
検
討
し
ま
す
。

育
苗
課

１
．
気
象
変
化
に
左
右

さ
れ
な
い
良
質
な
苗

づ
く
り
と
安
定
供
給

で
き
る
育
苗
態
勢
を

構
築
し
ま
す
。

　
営
農
販
売
部

　
多
様
な
農
業
者
の
所
得
確
保
に
向
け
た
営
農
支

援
事
業
の
構
築
と
、
温
暖
化
な
ど
気
象
変
化
に
適

応
し
た
生
産
技
術
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
生
産

基
盤
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

営
農
支
援
課

１
．
農
作
業
支
援
の
強
化

に
よ
り
労
力
軽
減
や
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
取

り
組
み
、
農
業
生
産
の

拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

２
．
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
営

農
情
報
受
発
信
の
迅
速
化
と
高
度
化
を
進
め
、

農
業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

貸
付
課

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ロ
ー
ン
受
付

や
貸
出
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ
り
、
迅
速
な

顧
客
対
応
を
行
い
ま
す
。

２
．
ロ
ー
ン
相
談
会
の
開
催
に
よ
る
相
談
・
提
案

機
能
を
強
化
し
、
新
規
顧
客
を
獲
得
し
ま
す
。

農
業
金
融
課

１
． 

営
農
・
経
済
部
門
と
の

連
携
を
強
化
し
、
農
業

者
の
資
金
ニ
ー
ズ
を
と

ら
え
地
域
農
業
の
発
展

に
貢
献
し
ま
す
。

　
　
え
る
よ
う
ト
ッ
プ
広

報
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
に
力
を
入
れ
る
と

と
も
に
、
防
犯
・
防

災
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
発

信
し
ま
す
。

　
資
　
材
　
部

　
予
約
購
買
の
更
な
る
強
化
と
安
定
供
給
で
、
組

合
員
の
利
用
率
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

資
材
課

１
．
農
薬
の
大
型
規
格
や
低
コ
ス
ト
の
生
産
資
材

な
ど
の
提
案
を
積
極
的
に
行
い
、
農
家
の
生

産
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
げ
ま
す
。

２
．
在
庫
管
理
を
徹
底
し
、
取
扱
商
品
の
安
定
供

給
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努
め
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久
万
経
済
セ
ン
タ
ー

１
．
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農
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導
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販
売
部
門
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連
携
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地
域
農

業
の
拠
点
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機
能
強
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図
り
ま
す
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２
．
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に
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ざ
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儀
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新
設
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務
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用
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事
前
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談
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ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
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強
化
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す
。

石
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課

１
．
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
利
点
を
生
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し
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利
用
者

が
満
足
で
き
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店
舗
づ
く
り
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行
い
ま
す
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２
．
拠
点
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統
廃
合
を
進
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石
油
事
業
の
収
支
改

善
に
取
り
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。

　
審
査
管
理
部

　
信
用
事
業
に
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け
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事
務
管
理
体
制
の
充
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債
権
の
適
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管
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の
た
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継
続
的
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指
導
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支

援
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行
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課

１
．
厳
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な
貸
出
審
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資
産
査
定
の
検
証
に
よ

り
顧
客
の
財
務
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
、
適

正
な
債
権
保
全
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管
理
を
行
い
ま
す
。

管
理
課

１
．
貸
出
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
う
情
報
共
有
と
事

務
手
続
き
を
徹
底
し
、債
権
管
理
に
努
め
ま
す
。

金
融
指
導
課

１
．
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
対
応
し
、
基
本

を
遵
守
し
た
手
続
き
や
業
務
が
行
え
る
よ
う

　
共
　
済
　
部

　
組
合
員
・
利
用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

た
親
近
感
の
あ
る
Ｊ
Ａ
共
済
を
目
指
し
ま
す
。

普
及
課

１
． 

組
合
員
・
利
用
者
対
応
を
第
一
義
と
し
た
３

Ｑ
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

２
．
エ
リ
ア
シ
ェ
ア
Ｎ
ｏ
.
１
を
目
指
し
組
合
員
・

利
用
者
に
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
共
済
の
普
及
活
動

2025年度  部門別運営方針2025年度  部門別運営方針

　
金
　
融
　
部

　
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
金
融
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
通
じ
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
金
融

機
関
を
目
指
し
ま
す
。

貯
金
課

１
． 

多
様
化
す
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く

相
談
業
務
を
強
化
し
、
顧
客
満
足
度
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

２
．
営
業
店
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
事
務
に
か

か
る
利
便
性
向
上
・
効
率
化
・
堅
確
化
を
図

り
ま
す
。

金
融
支
援
課

１
．  

信
用
担
当
者
へ
の
研
修
や
資
格
取
得
、
営

業
支
援
を
通
じ
相
談
・
提
案
機
能
を
強
化
し
、

顧
客
基
盤
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

２
．
相
続
相
談
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
に
よ
り
高

齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
次
世
代
層
と
の
取
引

を
強
化
し
ま
す
。

　
　
巡
回
、
指
導
し
ま
す
。

　
　
に
努
め
ま
す
。

保
全
課

１
．
非
対
面
手
続
き
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

『
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
イ
ペ
ー
ジ
』
の
登
録
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

２
．
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
手
続
き
に
よ
る
事
務
簡
素
化
を

徹
底
し
、
迅
速
な
共
済
金
支
払
い
に
努
め
ま
す
。
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前
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上
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育
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販
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指

導

課

営
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支
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課
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及
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融

部
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融
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融
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融
指
導
課

管

理

課

審

査

課

ふ
れ
あ
い
部

広

報

課

ふ
れ
あ
い
課

総

務

部

資
金
運
用
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2025年度  機構図

　３つの部において機構図の変更がありましたので下記をご覧ください。

企画管理部……「リスク管理課」を新設し「コンプライアンス対策課」を統合する。

ふれあい部……「ふれあい課」に「不動産課」を統合し、広報活動を強化するため「広報
　　　　　　　課」を新設する。
　　　　　　　「葬祭課」は「久万経済センター」に移管する。

資　材　部……「資材課」から「久万経済センター」を独立させる。
　　　　　　　「久万経済センター」内に「久万資材課」を新設し、「久万支所」管轄に
　　　　　　　あった店舗・給油所も管理する。
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　３つの部において機構図の変更がありましたので下記をご覧ください。
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ぎゅっとNews
ぎゅっとNews

これも
SDGs

まちの話題をぎゅぎゅっとお届け！
下のアイコンはSDGsの17の開発目標
に該当するものを掲載しています。

ＪＡ松山市小野支所は２月初旬、支所まつり
を開催し、多くの来場者でにぎわった。地域住民
と交流し、ＪＡや農業への理解を深めてもらおう
と毎年開いており、今年で30回目を迎えた。
イベントでは、農産物の品評会やくじ付餅ま
き、うどん・いなりずしの販売などの催しを実施し
た。品評会では、小野地区の農家が栽培したサ
トイモやジャガイモ、ブロッコリーなどを展示。特
に高品質なものを栽培した生産者が表彰を受
けた。また、当ＪＡが導入を進めている水稲品種
「にじのきらめき」の展示コーナーも設置し、地域
住民や生産者に理解や関心を促した。

多くの人が訪れた餅まき

小野
支所まつり30周年！多くの来場者でにぎわう04

ＪＡ松山市は県1ＪＡ構想案の流れを青壮年部と女性部
に説明しようと２月中旬、本所で役員と各支部長の意見交
換会を実施した。
阿部和孝組合長と岡田明夫専務が出席し、県1ＪＡ構想

案について説明。支部長からは「いきなり県1ＪＡ構想は拙
速すぎる」「組織が弱体化、サービスが低下する」などの意見
や、「大規模合併にメリットはあるのか」「なぜこのような構
想に至ったか」など質問があり、役員がそれぞれ回答した。
阿部組合長は「当ＪＡ独自の成長戦略を立て、自己改革

を進めている途中である。組合員組織の思いを重く受け止
めたい」と話した。

県1ＪＡ構想案について説明する役員ら

ＪＡ松山市管内で、白ネギの出荷が続いてお
り、４月までに地元や京阪神市場に昨年の８割
に当たるおよそ46.2ｔの出荷を見込む。
今年産は、夏の猛暑や少雨の影響で生育が
一時止まるなど、例年より収穫が遅れた。太さに
ばらつきがあるものの、当ＪＡ白葱部会の基準を
クリアした高品質な白ネギを出荷中だ。
部会が栽培する「夏の宝山」は比較的暑さに
強い品種だが、当ＪＡでは近年の猛暑による出
荷量の減少を踏まえ、新しい品種の選定や栽培
指針の見直しを検討していく。

女性部・青壮年部
県1ＪＡ構想案について意見交換01

白葱部会
白ネギ出荷続く03

ＪＡ松山市の役員ら６人は２月初旬、防災に力を入れて
いるＪＡ土佐くろしおを訪れ、視察と意見交換会を実施し
た。当ＪＡでは昨年の設立60周年を機に、防犯・防災対策な
どに力を入れており、今後の取り組みにつなげる。
ＪＡ土佐くろしおは南海トラフ地震を想定した防災対策
に注力しており、本所を2015年に津波の被害を受けない海
抜18mの位置に避難所として建て替えた。当ＪＡ役員らは災
害に備え、200～300人の３日分の飲食料・生活用品などを
備蓄している倉庫や自家発電装置を見学した。また、ＪＡ土
佐くろしおが全国一の販売高を誇るミョウガや古くから栽
培が盛んなキュウリの集荷場、ほ場を視察した。

ＪＡ松山市×ＪＡ土佐くろしお
役職員が現地を視察！02

今後の取り組み
の参考になる
いい機会に
なったね

▲箱詰めを見学しました

意見交換会の様子▶

防災備品が豊富に備えられていました

今年で30回目
！

これからも地域
住民との

関わりを大切に
するよ！

▲初めて設置した「にじのき
らめき」の展示コーナー

白ネギを収穫する松前町の八束直哉さん

オススメ
は

かき揚げ
や

焼きネギ

▲姉の理恵さんが太さ
を測って袋詰め

吾輩はねぎである！▶
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ＪＡ松山市は２月初旬、相続対策に役立ててもらおう
と、組合員を対象に相続セミナーを本所で開催した。夫
婦や親子など約100人が参加し、円満な遺産分割や相
続税の軽減のために、遺産を残す側が準備をしておくこ
とを学んだ。
同日は「わかりやすい！相続は他人事じゃないんで
す」と題したセミナーで、税理士の新延誠氏が資産承継
の失敗事例などを紹介。受講者は、名義預金にならな
い贈与の方法を学ぶほか、円満な遺産分割のためには
公正証書遺言が有効であることや、自身の相続税を計
算し納税資金を用意しておくことの大切さを確認した。

真剣に講義を聞く参加者ら

ＪＡ
相続セミナーで対策学ぶ06

営農
ナスの片付け作業支援を開始！05

ＪＡ松山市管内で生産しているソラマメに、寒波によ
る被害が出ている。低温や霜の影響で茎と葉が枯れ込
んだり、生育遅れも懸念される。当ＪＡは、被害を受けた
ところから病気がひろがらないよう管理の徹底を呼び
かけている。
蚕豆部会の岡田嚴一郎さんのほ場では116株中、27
株の約２割に被害が発生した。最も被害を受けている
株では、茎５本のうち２本で成長点が枯れてしまってい
る。岡田さんは「殺菌剤や液肥などで、残った茎が病気
にならないようにし、収量を確保していきたい」と話す。

営農
ソラマメに寒害発生！収量確保に向け管理を徹底08

ＪＡ松山市は耕作放棄地の除草作業の請負のた
めに購入した農機を活用して、茄子部会員を対象と
した収穫後の株の片付け作業の受託に乗り出した。
ＪＡ職員が、草刈りができる農機の「フレールモ
ア」を使い、収穫を終えたナスの株を立ち木のまま
粉砕。処理後は硬い茎や枝がチップ状になるため、
株を抜いたり、茎や枝を処分するための労力が大幅
に削減できる。部会員は、事前に支柱や誘引紐、マ
ルチを片付けるだけでよい。
岡田明夫専務は「高齢の生産者が栽培を続けら
れるだけでなく、茄子部会員が増えることを期待す
る」と話す。

「フレールモア」を使い枯れ木を粉砕するＪＡ職員

ＪＡ
振り込め詐欺防げ！注意喚起看板を設置07

残す側が
行動して

おくこと
が大事な

んだ！

▲相続は身近なこと
であることを分か
りやすく説明する
講師

寒害に遭ったソラマメの茎

無事に収穫を
迎えられますように！

▲当ＪＡ管内で
は露地栽培
が主流です

▲作業後のほ場

ナスの生産者
増加に向けて
支援していくよ～！

ＪＡ松山市は振り込め詐欺に対する地域住民への注
意喚起として、本所立体駐車場に啓発用の特大看板を
設置した。通行人からも見やすいよう県道沿いに掲示。昨
年新しくなったＪＲ松山駅からも見ることができる。市内
に訪れた人たちにも、一目で身近に詐欺被害の恐れがあ
ることを認識してもらう。
看板には「『お金急ぐ』『キャッシュカード』の話。それ詐
欺です」と掲示。多発している詐欺被害を防ぐだけでな
く、防犯意識の向上を図る。また、万一詐欺被害に遭いそ
うになっている人に向け、「落ち着いてまず相談を！ＪＡ松
山市」の看板も設置した。

新しく設置された注意喚起看板

地域全体の
詐欺被害を
未然に防止するよ！

▲看板のほかにも、ポスター
や渉外担当者の名刺裏面
にも掲載しています

げんいちろう
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コブシかハクモクレンか
お天気カレンダー 四国地方の3ヶ月予報

５
月
気温：平年並または高い　降水量：平年並
　天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多
いでしょう。気温は、平年並または高い確率ともに40％です。

４
月
気温：高い　降水量：少ないまたは平年並
　天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が多
いでしょう。降水量は、平年並または少ない確率ともに40％です。

３
月

気温：高い　降水量：少ないまたは平年並
　天気は数日の周期で変わりますが、平年に
比べ晴れの日が多いでしょう。降水量は、平年
並または少ない確率ともに40%です。

　コブシは桜と同じように春を象徴する花です。コブシの花言葉
は、「歓迎」「友情」などで、卒業、入学シーズンにぴったりですね。
　コブシに似た花で、だいたい同じ時期に咲き出す
のがハクモクレンです。ハクモクレンの方が大きめで、
花びらは全て開き切らないのも特徴です。コブシは
横を向いて咲くものもあり、花びらは全て開きます。
　街が桜色に染まる前、春本番の序章として、白い
花があちらこちらに咲き出します。

気象予報士 檜山 靖洋

４
月や

さ
い
の
時
間

キ
ュ
ウ
リ

ト
マ
ト

ピ
ー
マ
ン

原
産
地
を
意
識
し
て

栽
培
し
よ
う
！

　
イ
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生
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は
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に

は
敏
感
な
作
物
で

す
。
根
は
地
表
近
く

に
広
く
張
り
、
乾
燥

に
は
弱
い
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
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・
ほ
場
の
準
備
が
大
切

　
日
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た
り
良
く
、
風
通
し
の
良
い

と
こ
ろ
を
選
び
ま
す
。
30
㎝
以
上
の

深
さ
に
耕
し
、
土
の
中
へ
空
気
を
入

れ
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。
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と
な
り

　
秋
は
残
暑
が
厳
し
い
見
込
み
で
す
。

　
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

　
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
夏
野
菜
で
生
育

　
に
適
し
た
気
温
が
25
℃
程
度
で
す

　
が
、
近
年
で
は
猛
暑
で
こ
の
生
育

　
適
温
を
上
回
る
気
温
で
推
移
し
、

　
雨
が
降
る
と
大
雨
・
豪
雨
で
災
害

　
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
安
定
な

　
自
然
環
境
の
中
で
の
影
響
を
最
低

　
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
早
期
か

　
ら
の
土
づ
く
り
や
施
肥
、
畝
立
て
、

　
マ
ル
チ
ン
グ
な
ど
の
ほ
場
準
備
が

　
重
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

・
施
肥
し
た
後
に
深
耕
し
ま
す
。施
肥

　
と
畝
立
て
は
遅
く
と
も
定
植
の
１

　
週
間
前
に
は
行
い
、
畝
は
か
ま
ぼ

　
こ
型
で
大
雨
で
も
水
が
冠
水
し
な

　
い
よ
う
に
な
る
べ
く
高
く
し
ま

　
し
ょ
う
。
畝
が
で
き
れ
ば
直
ち
に

　
黒
マ
ル
チ
を
張
り
、
地
温
確
保
で

　
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
定
植

　
す
る
３
日
前
に
は
植
穴
を
掘
り

　
た
っ
ぷ
り
水
を
や
っ
て
お
き
、
植

　
付
け
は
暖
か
い
日
を
選
ん
で
行
い
、

　
苗
に
も
潅
水
し
て
お
き
ま
す
。

・
植
穴
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
を
予
防
す

　
る
た
め
の
粒
剤
（
ア
ル
バ
リ
ン
粒

　
剤
な
ど
）
を
施
用
し
、
よ
く
混
ぜ
、

　
植
え
付
け
ま
す
。
深
植
え
は
避
け
、

　
根
鉢
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
浅
く

　
植
え
ま
し
ょ
う
。
植
付
け
た
後
は

　
鉢
の
土
と
ほ
場
の
土
が
密
着
す
る

　
よ
う
潅
水
し
ま
す
。

・
真
夏
の
炎
天
下
で
は
、
大
玉
ト
マ

　
ト
や
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
等
は
育
っ

　
た
時
に
直
射
日
光
に
当
て
す
ぎ
る

　
と
日
焼
け
や
、
う
だ
っ
て
食
味
が

　
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
遮
光
ネ
ッ

　
ト
な
ど
を
切
り
分
け
、
果
実
に
か

　
け
た
り
、
袋
か
け
し
た
り
す
る
と

　
効
果
が
あ
り
ま
す
。

定
植
時
の
ポ
イ
ン
ト

※
４
月
定
植
苗
は
、
２
週
間
程
度
は

　
ビ
ニ
ー
ル
等
で
風
よ
け
や
覆
い
を

　
す
る
こ
と
で
生
育
が
安
定
し
ま
す
。

※
今
年
は
、
気
温
が
高
い
の
で
ア
ブ

　
ラ
ム
シ
の
発
生
が
早
く
、
ウ
イ
ル

　
ス
病
の
原
因
に
な
る
の
で
注
意
が

　
必
要
で
す
。

※
夏
の
潅
水
は
、
日
中
暑
い
時
間
帯

　
は
人
間
に
も
作
物
に
も
よ
く
な
い

　
の
で
や
め
て
、
朝
か
夕
方
の
涼
し

　
い
時
間
帯
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ホ
ー
ス
の
出
だ
し
や
ジ
ョ
ウ
ロ
、

　
バ
ケ
ツ
の
残
り
水
は
熱
湯
に
な
っ

　
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

お問い合わせ
営農販売部 089-968-1218㈹

の
で
乾
燥
に
は
弱
い
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
連
作
す
る
と
土
壌
病
害
が
出
や
す

く
収
量
が
少
な
く
な
る
の
で
、
4
〜

5
年
空
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
耕
土

の
深
い
排
水
良
好
で
日
当
た
り
の
良

い
ほ
場
が
適
し
ま
す
。

・
良
い
苗
を
え
ら
ぶ

　
本
葉
９
枚
程
度
で
、
葉
が
厚
く
節

間
の
短
い
ず
ん
ぐ
り
し
た
苗
を
選
び

ま
す
。

・
畝
つ
く
り

　
畝
幅
1.2
〜
1.5
ｍ
で
高
畝
を
つ
く

り
、
50
㎝
間
隔
の
１
条
植
え
に
し
ま

す
。
ピ
ー
マ
ン
の
根
は
浅
根
で
水
分

の
変
化
に
弱
い
た
め
、
畝
幅
が
広
く

高
い
畝
つ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
原
産
地
は
イ
ン
ド
で
、
生
育
適
温

は
22
〜
30
℃
、
10
℃
以
下
で
は
生
育

が
停
止
し
ま
す
。
高
温
多
湿
の
気
候

を
好
み
ま
す
。
根
は
深
く
張
り
ま
す

が
停
滞
水
に
は
弱
い
の
で
、
排
水
の

良
い
所
が
適
し
ま

す
。
排
水
が
悪
い

所
で
は
、
思
い
っ

き
り
高
畝
に
し
ま

し
ょ
う
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

・
ほ
場
の
準
備

　
通
気
性
、
排
水
性
が
良
く
、
よ
く

肥
え
た
土
壌
が
適
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
当
た
り
の
良
い
場
所
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

・
苗
の
選
択

　
一
番
花
の
確
認
で
き
る
軸
の
太
い

苗
を
選
び
ま
す
。
ト
マ
ト
・
ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
の
ナ
ス
科
と
の
連
作
を
さ

け
ま
し
ょ
う
。

・
畝
つ
く
り
・
植
え
付
け

　
畝
幅
1.5
〜
1.8
ｍ
で
高
畝
に
し
、
株

間
50
〜
60
㎝
の
一
条
植
え
に
し
ま
す
。

　
定
植
後
は
十
分
に
水
を
や
り
、
仮
支

柱
を
立
て
て
茎
を
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
マ
ト
ト
ー
ン
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン

処
理

　
１
段
目
の
花
が
開
花
し
た
ら
、
ト

マ
ト
ト
ー
ン
50
倍
を
花
に
噴
霧
し
て

確
実
に
着
果
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
適
切
な
水
管
理
と
施
肥

　
ナ
ス
の
根
は
、
乾
燥
や
多
湿
に
も

比
較
的
強
い
で
す
が
、
水
分
の
変
化

が
大
き
い
と
株
が
弱
っ
て
実
の
太
り

が
悪
く
な
り
ま
す
。
実
が
ど
ん
ど
ん

穫
れ
だ
し
水
を
や
り
始
め
た
ら
続
け

て
行
い
、
土
の
水
分
を
一
定
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
定
期
的
に

追
肥
を
し
て
樹
勢
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
原
産
地
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
南
米
北

部
で
、
生
育
適
温
は
22
〜
30
℃
で

す
。
発
芽
適
温
は
32
〜
36
度
と
生
育

適
温
に
比
べ
相
当
高
い
で
す
。
地
温

が
低
い
と
発
芽
が
著
し
く
遅
れ
、
発

芽
勢
も
悪
く
な
る
。
高
温
と
十
分
な

日
光
を
好
む
作
物
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、
風
で
花
粉

が
運
ば
れ
受
粉
す
る
の
で
、
１
列
で

は
な
く
２
列
以
上
で
栽
培
し
ま
す
。

短
期
間
に
肥
料
を
吸
収
す
る
の
で
、

多
め
に
施
肥
し
ま
す
。
粒
の
肥
大
を

良
く
す
る
た
め
、
出
穂
期
か
ら
収
穫

ま
で
土
壌
を
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
品
種
：
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
・
カ

　
　
　
　 

ク
テ
ル
コ
ー
ン
、
な
ど

・
種
ま
き

　
発
芽
適
温
は
25
℃
〜
30
℃
と
高
い

た
め
、
気
温
の
低
い
時
期
は
マ
ル
チ

を
張
っ
て
地
温
を
高
め
る
こ
と
で
発

芽
が
安
定
し
ま
す
。

　
１
条
植
え
　
　
　
　
畝
幅
　
60
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
間
　
30
㎝

　
２
条
植
え
　
　
　
畝
幅
１
０
０
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
間
　
30
㎝

　
１
カ
所
に
３
〜
４
粒
播
き
、
本
葉

３
〜
４
枚
の
時
に
最
も
生
育
の
よ
い

1
本
を
残
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
株
を

根
元
か
ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
り
ま

す
。
残
す
苗
の
根
を
痛
め
ま
せ
ん
。

　
原
産
地
は
中
国
東
北
部
で
、
縄
文

時
代
に
は
日
本
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
生
育
適
温
は
25
〜
28
℃
で

す
。
高
温
に
は
耐
え
る
が
、
低
温
に
弱

い
で
す
。
開
花
期
か
ら
莢
が
肥
大
す
る

時
期
に
水
分
が
不
足
す
る
と
不
稔
や
実

入
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。

品
種
：
サ
ッ
ポ
ロ
ミ
ド
リ
・
湯
あ
が

　
　
　
り
娘
、
な
ど

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
窒
素
肥
料
を
控
え
て
、
日
当
た
り

の
良
い
場
所
を
選
び
ま
す
。
開
花
期

以
降
は
、
莢
の
生
育
を
良
く
す
る
た

め
、
や
や
多
め
の
潅
水
で
土
を
乾
か

さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

Q  

夏
野
菜
の
植
付
け
で
大
切
な
こ
と
は
？

Ａ  

早
め
に
ほ
場
の
準
備
を
万
全
に
す
る
こ
と
が

　
重
要
で
す
！

Vol.9

ヤングマンと楽しく長生き体操ヤングマンと楽しく長生き体操
二次元コード
を読み取る

ケータイを立てかけて
動画を見ながら体操

YouTube

動画を見ながら動画を見ながら

1

2

ゆーくん

かいくん

仮支柱

マルチ

スタークル
粒剤

必ず高畝に

定植３日前には
植穴へ水をやる

地温は最低
でも12℃

呼吸筋のストレッ
チ！今月は、
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コブシかハクモクレンか
お天気カレンダー 四国地方の3ヶ月予報

５
月
気温：平年並または高い　降水量：平年並
　天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多
いでしょう。気温は、平年並または高い確率ともに40％です。

４
月
気温：高い　降水量：少ないまたは平年並
　天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が多
いでしょう。降水量は、平年並または少ない確率ともに40％です。

３
月

気温：高い　降水量：少ないまたは平年並
　天気は数日の周期で変わりますが、平年に
比べ晴れの日が多いでしょう。降水量は、平年
並または少ない確率ともに40%です。

　コブシは桜と同じように春を象徴する花です。コブシの花言葉
は、「歓迎」「友情」などで、卒業、入学シーズンにぴったりですね。
　コブシに似た花で、だいたい同じ時期に咲き出す
のがハクモクレンです。ハクモクレンの方が大きめで、
花びらは全て開き切らないのも特徴です。コブシは
横を向いて咲くものもあり、花びらは全て開きます。
　街が桜色に染まる前、春本番の序章として、白い
花があちらこちらに咲き出します。

気象予報士 檜山 靖洋

４
月や

さ
い
の
時
間

キ
ュ
ウ
リ

ト
マ
ト

ピ
ー
マ
ン

原
産
地
を
意
識
し
て

栽
培
し
よ
う
！

　
イ
ン
ド
西
北
部
が
原
産
で
、
生
育

適
温
は
18
〜
25
℃
。
温
度
の
変
化
に

は
敏
感
な
作
物
で

す
。
根
は
地
表
近
く

に
広
く
張
り
、
乾
燥

に
は
弱
い
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

・
ほ
場
の
準
備
が
大
切

　
日
当
た
り
良
く
、
風
通
し
の
良
い

と
こ
ろ
を
選
び
ま
す
。
30
㎝
以
上
の

深
さ
に
耕
し
、
土
の
中
へ
空
気
を
入

れ
る
こ
と
が
生
育
の
良
否
に
つ
な
が

り
ま
す
。

・
良
い
苗
を
え
ら
ぶ

　
本
葉
３
〜
４
枚
の
苗
が
理
想
で

す
。
ウ
リ
類
は
若
苗
定
植
が
基
本
。

・
畝
つ
く
り

　
畝
幅
1.3
〜
1.5
ｍ
で
60
㎝
間
隔
の
１

条
植
え
か
、
2.4
〜
3.0
ｍ
で
60
㎝
間
隔

の
２
条
植
え
に
し
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ

の
根
は
、
浅
く
広
く
張
る
性
質
が
あ

る
の
で
、
畦
幅
が
広
い
ほ
う
が
生
育

は
安
定
し
ま
す
。

　
原
産
地
は
南
米
の
ア
ン
デ
ス
高
原

で
、
生
育
適
温
は
昼
間
25
℃
、
夜
間

16
℃
前
後
で
す
。
高
温
多
湿
で
あ
る

日
本
の
夏
は
苦
手
で
す
。
乾
燥
に
は

強
い
で
す
が
、
果
実
が
太
る
と
き
に

水
分
が
不
足
す
る
と

肥
大
が
著
し
く
抑
制

さ
れ
ま
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

・
良
い
苗
を
え
ら
ぶ

　
が
っ
ち
り
し
た
、
定
植
適
期
の
苗

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
一
段
果
房
の
最

初
の
花
が
、
蕾
〜
開
花
し
た
苗
が
理

想
で
す
。

・
適
切
な
施
肥
や
水
管
理

　
基
肥
を
多
量
に
入
れ
る
と
、
変
形

果
や
着
果
不
良
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
基
肥
は
少
な
め
に
し
て
、
三
段

目
の
花
が
咲
い
た
ご
ろ
か
ら
追
肥
を

始
め
、
途
中
で
肥
料
が
切
れ
な
い
よ

う
に
少
し
ず
つ
追
肥
を
施
し
、
樹
勢

を
保
ち
ま
す
。
ま
た
ト
マ
ト
は
乾
燥

に
強
く
、
土
の
水
分
が
多
い
と
樹
勢

が
強
く
な
り
す
ぎ
る
の
で
、
植
付
直

後
の
水
や
り
の
後
は
極
力
水
を
や
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
畝
つ
く
り

　
畝
幅
１
ｍ
〜
1.2
ｍ
で
高
畝
を
つ
く

り
、
50
㎝
間
隔
の
1
条
植
え
に
し
ま
す
。

・
植
付
け

　
果
実
が
直
接
日
光
に
当
た
る
と
裂

果
し
や
す
く
な
る
の
で
、
1
条
植
え

の
場
合
は
花
房
を
北
側
に
向
け
て
植

え
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
ト
マ
ト
ト
ー
ン
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン

処
理

　
１
段
目
の
花
房
の
花
が
３
花
開
花

し
た
ら
、
ト
マ
ト
ト
ー
ン
50
倍
を
花
房

全
体
に
噴
霧
し
て
確
実
に
着
果
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
こ
の
作
業
を
や
ら
な
い
と
１

段
目
の
実
は
ま
ず
太
り
ま
せ
ん
。

　
ト
マ
ト
の
花
房
は
同
じ
方
向
に
つ

く
の
で
苗
を
植
付
け
る
際
に
は
通
路

側
に
花
房
が
向
く
よ
う
苗
の
向
き
を

そ
ろ
え
る
と
作
業
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　
中
南
米
の
熱
帯
地
方
が
原
産
で
、

生
育
適
温
は
22
〜
30
℃
で
15
℃
以
下

で
は
ほ
と
ん
ど
生
育

し
ま
せ
ん
。
根
の
張

り
方
が
狭
く
、
浅
い

お問い合わせ
営農販売部 089-968-1218㈹

・
2
0
2
5
年
夏
に
か
け
て
は
、
太

　
平
洋
高
気
圧
が
強
ま
り
や
す
く
、

　
梅
雨
明
け
が
早
め
で
猛
暑
と
な
り

　
秋
は
残
暑
が
厳
し
い
見
込
み
で
す
。

　
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

　
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
夏
野
菜
で
生
育

　
に
適
し
た
気
温
が
25
℃
程
度
で
す

　
が
、
近
年
で
は
猛
暑
で
こ
の
生
育

　
適
温
を
上
回
る
気
温
で
推
移
し
、

　
雨
が
降
る
と
大
雨
・
豪
雨
で
災
害

　
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
安
定
な

　
自
然
環
境
の
中
で
の
影
響
を
最
低

　
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
早
期
か

　
ら
の
土
づ
く
り
や
施
肥
、
畝
立
て
、

　
マ
ル
チ
ン
グ
な
ど
の
ほ
場
準
備
が

　
重
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

・
施
肥
し
た
後
に
深
耕
し
ま
す
。施
肥

　
と
畝
立
て
は
遅
く
と
も
定
植
の
１

　
週
間
前
に
は
行
い
、
畝
は
か
ま
ぼ

　
こ
型
で
大
雨
で
も
水
が
冠
水
し
な

　
い
よ
う
に
な
る
べ
く
高
く
し
ま

　
し
ょ
う
。
畝
が
で
き
れ
ば
直
ち
に

　
黒
マ
ル
チ
を
張
り
、
地
温
確
保
で

　
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
定
植

　
す
る
３
日
前
に
は
植
穴
を
掘
り

　
た
っ
ぷ
り
水
を
や
っ
て
お
き
、
植

　
付
け
は
暖
か
い
日
を
選
ん
で
行
い
、

　
苗
に
も
潅
水
し
て
お
き
ま
す
。

・
植
穴
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
を
予
防
す

　
る
た
め
の
粒
剤
（
ア
ル
バ
リ
ン
粒

　
剤
な
ど
）
を
施
用
し
、
よ
く
混
ぜ
、

　
植
え
付
け
ま
す
。
深
植
え
は
避
け
、

　
根
鉢
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
浅
く

　
植
え
ま
し
ょ
う
。
植
付
け
た
後
は

　
鉢
の
土
と
ほ
場
の
土
が
密
着
す
る

　
よ
う
潅
水
し
ま
す
。

・
真
夏
の
炎
天
下
で
は
、
大
玉
ト
マ

　
ト
や
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
等
は
育
っ

　
た
時
に
直
射
日
光
に
当
て
す
ぎ
る

　
と
日
焼
け
や
、
う
だ
っ
て
食
味
が

　
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
遮
光
ネ
ッ

　
ト
な
ど
を
切
り
分
け
、
果
実
に
か

　
け
た
り
、
袋
か
け
し
た
り
す
る
と

　
効
果
が
あ
り
ま
す
。

定
植
時
の
ポ
イ
ン
ト

※
４
月
定
植
苗
は
、
２
週
間
程
度
は

　
ビ
ニ
ー
ル
等
で
風
よ
け
や
覆
い
を

　
す
る
こ
と
で
生
育
が
安
定
し
ま
す
。

※
今
年
は
、
気
温
が
高
い
の
で
ア
ブ

　
ラ
ム
シ
の
発
生
が
早
く
、
ウ
イ
ル

　
ス
病
の
原
因
に
な
る
の
で
注
意
が

　
必
要
で
す
。

※
夏
の
潅
水
は
、
日
中
暑
い
時
間
帯

　
は
人
間
に
も
作
物
に
も
よ
く
な
い

　
の
で
や
め
て
、
朝
か
夕
方
の
涼
し

　
い
時
間
帯
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ホ
ー
ス
の
出
だ
し
や
ジ
ョ
ウ
ロ
、

　
バ
ケ
ツ
の
残
り
水
は
熱
湯
に
な
っ

　
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

お問い合わせ
営農販売部 089-968-1218㈹

の
で
乾
燥
に
は
弱
い
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
連
作
す
る
と
土
壌
病
害
が
出
や
す

く
収
量
が
少
な
く
な
る
の
で
、
4
〜

5
年
空
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
耕
土

の
深
い
排
水
良
好
で
日
当
た
り
の
良

い
ほ
場
が
適
し
ま
す
。

・
良
い
苗
を
え
ら
ぶ

　
本
葉
９
枚
程
度
で
、
葉
が
厚
く
節

間
の
短
い
ず
ん
ぐ
り
し
た
苗
を
選
び

ま
す
。

・
畝
つ
く
り

　
畝
幅
1.2
〜
1.5
ｍ
で
高
畝
を
つ
く

り
、
50
㎝
間
隔
の
１
条
植
え
に
し
ま

す
。
ピ
ー
マ
ン
の
根
は
浅
根
で
水
分

の
変
化
に
弱
い
た
め
、
畝
幅
が
広
く

高
い
畝
つ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
原
産
地
は
イ
ン
ド
で
、
生
育
適
温

は
22
〜
30
℃
、
10
℃
以
下
で
は
生
育

が
停
止
し
ま
す
。
高
温
多
湿
の
気
候

を
好
み
ま
す
。
根
は
深
く
張
り
ま
す

が
停
滞
水
に
は
弱
い
の
で
、
排
水
の

良
い
所
が
適
し
ま

す
。
排
水
が
悪
い

所
で
は
、
思
い
っ

き
り
高
畝
に
し
ま

し
ょ
う
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

・
ほ
場
の
準
備

　
通
気
性
、
排
水
性
が
良
く
、
よ
く

肥
え
た
土
壌
が
適
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
当
た
り
の
良
い
場
所
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

・
苗
の
選
択

　
一
番
花
の
確
認
で
き
る
軸
の
太
い

苗
を
選
び
ま
す
。
ト
マ
ト
・
ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
の
ナ
ス
科
と
の
連
作
を
さ

け
ま
し
ょ
う
。

・
畝
つ
く
り
・
植
え
付
け

　
畝
幅
1.5
〜
1.8
ｍ
で
高
畝
に
し
、
株

間
50
〜
60
㎝
の
一
条
植
え
に
し
ま
す
。

　
定
植
後
は
十
分
に
水
を
や
り
、
仮
支

柱
を
立
て
て
茎
を
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
マ
ト
ト
ー
ン
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン

処
理

　
１
段
目
の
花
が
開
花
し
た
ら
、
ト

マ
ト
ト
ー
ン
50
倍
を
花
に
噴
霧
し
て

確
実
に
着
果
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
適
切
な
水
管
理
と
施
肥

　
ナ
ス
の
根
は
、
乾
燥
や
多
湿
に
も

比
較
的
強
い
で
す
が
、
水
分
の
変
化

が
大
き
い
と
株
が
弱
っ
て
実
の
太
り

が
悪
く
な
り
ま
す
。
実
が
ど
ん
ど
ん

穫
れ
だ
し
水
を
や
り
始
め
た
ら
続
け

て
行
い
、
土
の
水
分
を
一
定
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
定
期
的
に

追
肥
を
し
て
樹
勢
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
原
産
地
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
南
米
北

部
で
、
生
育
適
温
は
22
〜
30
℃
で

す
。
発
芽
適
温
は
32
〜
36
度
と
生
育

適
温
に
比
べ
相
当
高
い
で
す
。
地
温

が
低
い
と
発
芽
が
著
し
く
遅
れ
、
発

芽
勢
も
悪
く
な
る
。
高
温
と
十
分
な

日
光
を
好
む
作
物
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、
風
で
花
粉

が
運
ば
れ
受
粉
す
る
の
で
、
１
列
で

は
な
く
２
列
以
上
で
栽
培
し
ま
す
。

短
期
間
に
肥
料
を
吸
収
す
る
の
で
、

多
め
に
施
肥
し
ま
す
。
粒
の
肥
大
を

良
く
す
る
た
め
、
出
穂
期
か
ら
収
穫

ま
で
土
壌
を
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
品
種
：
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
・
カ

　
　
　
　 

ク
テ
ル
コ
ー
ン
、
な
ど

・
種
ま
き

　
発
芽
適
温
は
25
℃
〜
30
℃
と
高
い

た
め
、
気
温
の
低
い
時
期
は
マ
ル
チ

を
張
っ
て
地
温
を
高
め
る
こ
と
で
発

芽
が
安
定
し
ま
す
。

　
１
条
植
え
　
　
　
　
畝
幅
　
60
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
間
　
30
㎝

　
２
条
植
え
　
　
　
畝
幅
１
０
０
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
間
　
30
㎝

　
１
カ
所
に
３
〜
４
粒
播
き
、
本
葉

３
〜
４
枚
の
時
に
最
も
生
育
の
よ
い

1
本
を
残
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
株
を

根
元
か
ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
り
ま

す
。
残
す
苗
の
根
を
痛
め
ま
せ
ん
。

　
原
産
地
は
中
国
東
北
部
で
、
縄
文

時
代
に
は
日
本
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
生
育
適
温
は
25
〜
28
℃
で

す
。
高
温
に
は
耐
え
る
が
、
低
温
に
弱

い
で
す
。
開
花
期
か
ら
莢
が
肥
大
す
る

時
期
に
水
分
が
不
足
す
る
と
不
稔
や
実

入
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。

品
種
：
サ
ッ
ポ
ロ
ミ
ド
リ
・
湯
あ
が

　
　
　
り
娘
、
な
ど

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
窒
素
肥
料
を
控
え
て
、
日
当
た
り

の
良
い
場
所
を
選
び
ま
す
。
開
花
期

以
降
は
、
莢
の
生
育
を
良
く
す
る
た

め
、
や
や
多
め
の
潅
水
で
土
を
乾
か

さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

Q  

夏
野
菜
の
植
付
け
で
大
切
な
こ
と
は
？

Ａ  

早
め
に
ほ
場
の
準
備
を
万
全
に
す
る
こ
と
が

　
重
要
で
す
！

Vol.9

ヤングマンと楽しく長生き体操ヤングマンと楽しく長生き体操
二次元コード
を読み取る

ケータイを立てかけて
動画を見ながら体操

YouTube

動画を見ながら動画を見ながら

1

2

ゆーくん

かいくん

仮支柱

マルチ

スタークル
粒剤

必ず高畝に

定植３日前には
植穴へ水をやる

地温は最低
でも12℃

呼吸筋のストレッ
チ！今月は、

15



ナ
ス

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

エ
ダ
マ
メ

原
産
地
を
意
識
し
て

栽
培
し
よ
う
！

　
イ
ン
ド
西
北
部
が
原
産
で
、
生
育

適
温
は
18
〜
25
℃
。
温
度
の
変
化
に

は
敏
感
な
作
物
で

す
。
根
は
地
表
近
く

に
広
く
張
り
、
乾
燥

に
は
弱
い
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

・
ほ
場
の
準
備
が
大
切

　
日
当
た
り
良
く
、
風
通
し
の
良
い

と
こ
ろ
を
選
び
ま
す
。
30
㎝
以
上
の

深
さ
に
耕
し
、
土
の
中
へ
空
気
を
入

れ
る
こ
と
が
生
育
の
良
否
に
つ
な
が

り
ま
す
。

・
良
い
苗
を
え
ら
ぶ

　
本
葉
３
〜
４
枚
の
苗
が
理
想
で

す
。
ウ
リ
類
は
若
苗
定
植
が
基
本
。

・
畝
つ
く
り

　
畝
幅
1.3
〜
1.5
ｍ
で
60
㎝
間
隔
の
１

条
植
え
か
、
2.4
〜
3.0
ｍ
で
60
㎝
間
隔

の
２
条
植
え
に
し
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ

の
根
は
、
浅
く
広
く
張
る
性
質
が
あ

る
の
で
、
畦
幅
が
広
い
ほ
う
が
生
育

は
安
定
し
ま
す
。

　
原
産
地
は
南
米
の
ア
ン
デ
ス
高
原

で
、
生
育
適
温
は
昼
間
25
℃
、
夜
間

16
℃
前
後
で
す
。
高
温
多
湿
で
あ
る

日
本
の
夏
は
苦
手
で
す
。
乾
燥
に
は

強
い
で
す
が
、
果
実
が
太
る
と
き
に

水
分
が
不
足
す
る
と

肥
大
が
著
し
く
抑
制

さ
れ
ま
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

・
良
い
苗
を
え
ら
ぶ

　
が
っ
ち
り
し
た
、
定
植
適
期
の
苗

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
一
段
果
房
の
最

初
の
花
が
、
蕾
〜
開
花
し
た
苗
が
理

想
で
す
。

・
適
切
な
施
肥
や
水
管
理

　
基
肥
を
多
量
に
入
れ
る
と
、
変
形

果
や
着
果
不
良
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
基
肥
は
少
な
め
に
し
て
、
三
段

目
の
花
が
咲
い
た
ご
ろ
か
ら
追
肥
を

始
め
、
途
中
で
肥
料
が
切
れ
な
い
よ

う
に
少
し
ず
つ
追
肥
を
施
し
、
樹
勢

を
保
ち
ま
す
。
ま
た
ト
マ
ト
は
乾
燥

に
強
く
、
土
の
水
分
が
多
い
と
樹
勢

が
強
く
な
り
す
ぎ
る
の
で
、
植
付
直

後
の
水
や
り
の
後
は
極
力
水
を
や
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
畝
つ
く
り

　
畝
幅
１
ｍ
〜
1.2
ｍ
で
高
畝
を
つ
く

り
、
50
㎝
間
隔
の
1
条
植
え
に
し
ま
す
。

・
植
付
け

　
果
実
が
直
接
日
光
に
当
た
る
と
裂

果
し
や
す
く
な
る
の
で
、
1
条
植
え

の
場
合
は
花
房
を
北
側
に
向
け
て
植

え
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
ト
マ
ト
ト
ー
ン
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン

処
理

　
１
段
目
の
花
房
の
花
が
３
花
開
花

し
た
ら
、
ト
マ
ト
ト
ー
ン
50
倍
を
花
房

全
体
に
噴
霧
し
て
確
実
に
着
果
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
こ
の
作
業
を
や
ら
な
い
と
１

段
目
の
実
は
ま
ず
太
り
ま
せ
ん
。

　
ト
マ
ト
の
花
房
は
同
じ
方
向
に
つ

く
の
で
苗
を
植
付
け
る
際
に
は
通
路

側
に
花
房
が
向
く
よ
う
苗
の
向
き
を

そ
ろ
え
る
と
作
業
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　
中
南
米
の
熱
帯
地
方
が
原
産
で
、

生
育
適
温
は
22
〜
30
℃
で
15
℃
以
下

で
は
ほ
と
ん
ど
生
育

し
ま
せ
ん
。
根
の
張

り
方
が
狭
く
、
浅
い

・
2
0
2
5
年
夏
に
か
け
て
は
、
太

　
平
洋
高
気
圧
が
強
ま
り
や
す
く
、

　
梅
雨
明
け
が
早
め
で
猛
暑
と
な
り

　
秋
は
残
暑
が
厳
し
い
見
込
み
で
す
。

　
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

　
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
夏
野
菜
で
生
育

　
に
適
し
た
気
温
が
25
℃
程
度
で
す

　
が
、
近
年
で
は
猛
暑
で
こ
の
生
育

　
適
温
を
上
回
る
気
温
で
推
移
し
、

　
雨
が
降
る
と
大
雨
・
豪
雨
で
災
害

　
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
安
定
な

　
自
然
環
境
の
中
で
の
影
響
を
最
低

　
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
早
期
か

　
ら
の
土
づ
く
り
や
施
肥
、
畝
立
て
、

　
マ
ル
チ
ン
グ
な
ど
の
ほ
場
準
備
が

　
重
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

・
施
肥
し
た
後
に
深
耕
し
ま
す
。施
肥

　
と
畝
立
て
は
遅
く
と
も
定
植
の
１

　
週
間
前
に
は
行
い
、
畝
は
か
ま
ぼ

　
こ
型
で
大
雨
で
も
水
が
冠
水
し
な

　
い
よ
う
に
な
る
べ
く
高
く
し
ま

　
し
ょ
う
。
畝
が
で
き
れ
ば
直
ち
に

　
黒
マ
ル
チ
を
張
り
、
地
温
確
保
で

　
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
定
植

　
す
る
３
日
前
に
は
植
穴
を
掘
り

　
た
っ
ぷ
り
水
を
や
っ
て
お
き
、
植

　
付
け
は
暖
か
い
日
を
選
ん
で
行
い
、

　
苗
に
も
潅
水
し
て
お
き
ま
す
。

・
植
穴
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
を
予
防
す

　
る
た
め
の
粒
剤
（
ア
ル
バ
リ
ン
粒

　
剤
な
ど
）
を
施
用
し
、
よ
く
混
ぜ
、

　
植
え
付
け
ま
す
。
深
植
え
は
避
け
、

　
根
鉢
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
浅
く

　
植
え
ま
し
ょ
う
。
植
付
け
た
後
は

　
鉢
の
土
と
ほ
場
の
土
が
密
着
す
る

　
よ
う
潅
水
し
ま
す
。

・
真
夏
の
炎
天
下
で
は
、
大
玉
ト
マ

　
ト
や
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
等
は
育
っ

　
た
時
に
直
射
日
光
に
当
て
す
ぎ
る

　
と
日
焼
け
や
、
う
だ
っ
て
食
味
が

　
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
遮
光
ネ
ッ

　
ト
な
ど
を
切
り
分
け
、
果
実
に
か

　
け
た
り
、
袋
か
け
し
た
り
す
る
と

　
効
果
が
あ
り
ま
す
。

定
植
時
の
ポ
イ
ン
ト

※
４
月
定
植
苗
は
、
２
週
間
程
度
は

　
ビ
ニ
ー
ル
等
で
風
よ
け
や
覆
い
を

　
す
る
こ
と
で
生
育
が
安
定
し
ま
す
。

※
今
年
は
、
気
温
が
高
い
の
で
ア
ブ

　
ラ
ム
シ
の
発
生
が
早
く
、
ウ
イ
ル

　
ス
病
の
原
因
に
な
る
の
で
注
意
が

　
必
要
で
す
。

※
夏
の
潅
水
は
、
日
中
暑
い
時
間
帯

　
は
人
間
に
も
作
物
に
も
よ
く
な
い

　
の
で
や
め
て
、
朝
か
夕
方
の
涼
し

　
い
時
間
帯
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ホ
ー
ス
の
出
だ
し
や
ジ
ョ
ウ
ロ
、

　
バ
ケ
ツ
の
残
り
水
は
熱
湯
に
な
っ

　
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

の
で
乾
燥
に
は
弱
い
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
連
作
す
る
と
土
壌
病
害
が
出
や
す

く
収
量
が
少
な
く
な
る
の
で
、
4
〜

5
年
空
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
耕
土

の
深
い
排
水
良
好
で
日
当
た
り
の
良

い
ほ
場
が
適
し
ま
す
。

・
良
い
苗
を
え
ら
ぶ

　
本
葉
９
枚
程
度
で
、
葉
が
厚
く
節

間
の
短
い
ず
ん
ぐ
り
し
た
苗
を
選
び

ま
す
。

・
畝
つ
く
り

　
畝
幅
1.2
〜
1.5
ｍ
で
高
畝
を
つ
く

り
、
50
㎝
間
隔
の
１
条
植
え
に
し
ま

す
。
ピ
ー
マ
ン
の
根
は
浅
根
で
水
分

の
変
化
に
弱
い
た
め
、
畝
幅
が
広
く

高
い
畝
つ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
原
産
地
は
イ
ン
ド
で
、
生
育
適
温

は
22
〜
30
℃
、
10
℃
以
下
で
は
生
育

が
停
止
し
ま
す
。
高
温
多
湿
の
気
候

を
好
み
ま
す
。
根
は
深
く
張
り
ま
す

が
停
滞
水
に
は
弱
い
の
で
、
排
水
の

良
い
所
が
適
し
ま

す
。
排
水
が
悪
い

所
で
は
、
思
い
っ

き
り
高
畝
に
し
ま

し
ょ
う
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

・
ほ
場
の
準
備

　
通
気
性
、
排
水
性
が
良
く
、
よ
く

肥
え
た
土
壌
が
適
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
当
た
り
の
良
い
場
所
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

・
苗
の
選
択

　
一
番
花
の
確
認
で
き
る
軸
の
太
い

苗
を
選
び
ま
す
。
ト
マ
ト
・
ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
の
ナ
ス
科
と
の
連
作
を
さ

け
ま
し
ょ
う
。

・
畝
つ
く
り
・
植
え
付
け

　
畝
幅
1.5
〜
1.8
ｍ
で
高
畝
に
し
、
株

間
50
〜
60
㎝
の
一
条
植
え
に
し
ま
す
。

　
定
植
後
は
十
分
に
水
を
や
り
、
仮
支

柱
を
立
て
て
茎
を
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
マ
ト
ト
ー
ン
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン

処
理

　
１
段
目
の
花
が
開
花
し
た
ら
、
ト

マ
ト
ト
ー
ン
50
倍
を
花
に
噴
霧
し
て

確
実
に
着
果
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
適
切
な
水
管
理
と
施
肥

　
ナ
ス
の
根
は
、
乾
燥
や
多
湿
に
も

比
較
的
強
い
で
す
が
、
水
分
の
変
化

が
大
き
い
と
株
が
弱
っ
て
実
の
太
り

が
悪
く
な
り
ま
す
。
実
が
ど
ん
ど
ん

穫
れ
だ
し
水
を
や
り
始
め
た
ら
続
け

て
行
い
、
土
の
水
分
を
一
定
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
定
期
的
に

追
肥
を
し
て
樹
勢
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
原
産
地
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
南
米
北

部
で
、
生
育
適
温
は
22
〜
30
℃
で

す
。
発
芽
適
温
は
32
〜
36
度
と
生
育

適
温
に
比
べ
相
当
高
い
で
す
。
地
温

が
低
い
と
発
芽
が
著
し
く
遅
れ
、
発

芽
勢
も
悪
く
な
る
。
高
温
と
十
分
な

日
光
を
好
む
作
物
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、
風
で
花
粉

が
運
ば
れ
受
粉
す
る
の
で
、
１
列
で

は
な
く
２
列
以
上
で
栽
培
し
ま
す
。

短
期
間
に
肥
料
を
吸
収
す
る
の
で
、

多
め
に
施
肥
し
ま
す
。
粒
の
肥
大
を

良
く
す
る
た
め
、
出
穂
期
か
ら
収
穫

ま
で
土
壌
を
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
品
種
：
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
・
カ

　
　
　
　 

ク
テ
ル
コ
ー
ン
、
な
ど

・
種
ま
き

　
発
芽
適
温
は
25
℃
〜
30
℃
と
高
い

た
め
、
気
温
の
低
い
時
期
は
マ
ル
チ

を
張
っ
て
地
温
を
高
め
る
こ
と
で
発

芽
が
安
定
し
ま
す
。

　
１
条
植
え
　
　
　
　
畝
幅
　
60
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
間
　
30
㎝

　
２
条
植
え
　
　
　
畝
幅
１
０
０
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
間
　
30
㎝

　
１
カ
所
に
３
〜
４
粒
播
き
、
本
葉

３
〜
４
枚
の
時
に
最
も
生
育
の
よ
い

1
本
を
残
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
株
を

根
元
か
ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
り
ま

す
。
残
す
苗
の
根
を
痛
め
ま
せ
ん
。

　
原
産
地
は
中
国
東
北
部
で
、
縄
文

時
代
に
は
日
本
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
生
育
適
温
は
25
〜
28
℃
で

す
。
高
温
に
は
耐
え
る
が
、
低
温
に
弱

い
で
す
。
開
花
期
か
ら
莢
が
肥
大
す
る

時
期
に
水
分
が
不
足
す
る
と
不
稔
や
実

入
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。

品
種
：
サ
ッ
ポ
ロ
ミ
ド
リ
・
湯
あ
が

　
　
　
り
娘
、
な
ど

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
窒
素
肥
料
を
控
え
て
、
日
当
た
り

の
良
い
場
所
を
選
び
ま
す
。
開
花
期

以
降
は
、
莢
の
生
育
を
良
く
す
る
た

め
、
や
や
多
め
の
潅
水
で
土
を
乾
か

さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

お問い合わせ
営農販売部 089-968-1218㈹
お問い合わせ
営農販売部 089-968-1218㈹

お 知 ら せ

松山生協は4月下旬頃から販売する予定です。

各支所の回覧で事前にご注文いただいた方には、
松山市と松前町、川上支所管内は4月15日㈫～17日㈭（予定）に、久万高原町管内は5月上旬頃にお渡しします。

苗の価格は、ＪＡ松山市のホームページに掲載しています。

松前育苗場　5月6日㈫頃まで毎日休まず営業します。
　　　　　　松前町大間263-1　☎089-984-9364
　　　　　　営業時間8：45～16：00

高井育苗場　5月6日㈫頃まで毎日休まず営業します。
　　　　　　松山市高井町560-1　☎089-970-3991
　　　　　　営業時間8：45～16：00

JAの苗でおいしい夏野菜を作ろう！

購入先
１ポットから購入OKです！ 野菜苗の販売は4月中旬頃より開始する予定です。
各育苗場でのご購入で可能方は持ち帰り用のコンテナ等の持参にご協力ください

※店舗によっては取り扱いのない品目があります。

※登録品種 PVP は種苗法に基づき種苗品種されたものであり、取り扱いには注意が必要です(農林水産省HP参照)

2025年度春植え野菜苗
品　種
筑陽

庄屋大長

夏すずみ

　    フルティカ

プリンス

イエローアイコ
アイコ
ピンキー

　    オレンジ千果

千果

ホーム桃太郎
強力米寿

縞王

紅しずく

葵シシトウ

とんがりパワー

九重栗

京波

えびす

鷹の爪

アーリーファイブ

フルーピーレッド（赤色）

フルーピーイエロー（黄色）

沖縄中長

ウェルカム

甘とう美人

接木・実生
接木

接木

接木

接木

接木

接木

接木

接木

接木

実生

実生

実生

実生
実生

実生

実生

実生

実生

極早生の豊産種。秀品率も高い。

大長茄子としては早生で多収。高温期でも夏ボケ果になりにくい。果肉がやわらか
く、種が極めて少ない。

歯切れがよい食味で品質良好。うどんこ病やべと病に強く栽培しやすい。

作りやすい豊産種。耐暑性が強く、秀品率が高い。果重は240g。

桃太郎系の中では栽培しやすい。着果も良く、おいしい。

糖度が高く、裂果が少ない。果重は40～50g。

糖度が高く、おいしい。緻密な肉質で果実の揃いが良い。栽培しやすい。

皮が極めて薄く、口の中に残らない。やわらかな食感。つやのあるピンク色。

肉厚でゼリーが少ない。酸味は控えめで高糖度のプラム型ミニトマト。

肉厚でゼリーが少ない。酸味は控えめで高糖度のプラム型ミニトマトの黄色種。

秀品率が高い抜群の品種。７～10㎏の大果で、糖度は12度前後で安定している。

西洋カボチャの代表品種。作りやすく、豊作型でおいしい。

辛味が強く、作りやすい早生豊産種。

辛味はほとんどなく、風味や食味が良い。収穫期が長く、手軽に栽培できる。

サヤはつやのある濃緑色で、おいしい五角サヤ。極早生。

草勢が強く、生育が揃う良好な極早生種。　鮮やかな緑色で、茎が太い。

きれいなオレンジ色でつやがあり、通常の赤色品種と比べてカロテンの含有量が約
３倍多い。糖度が高く、トマトの臭みが少ない。

マクワウリとメロンの一代交配種。果重は500g前後で、皮はすべすべしている。甘み
が強く作りやすい。

果重は２㎏前後で細い縞が入る。果肉は紅桃色で繊維は少なく、さわやかな甘みが
ある。

栗の形をしたカボチャ。抜群においしい傑作品種。果重は1.8～２kg。果皮は濃緑。果
肉は黄色味が非常に濃く、コントラストに優れる。 

果色が濃緑でつやがあり、秀品率が高い。草勢が比較的強く分枝が多いため、すこぶ
る豊産。 

果長が25～30㎝の中長タイプで果形の揃いが良い。葉が良く茂るため、グリーン
カーテンに最適。

耐病性に優れ作りやすい。果実は光沢のある濃緑色で、長さ７㎝の円筒形。秀品率
が高い。

果長15㎝、果径４㎝、果重70gの大果種。果肉は３～４㎜と厚く、種が果梗部にまと
まっているので種が少なく食べやすい。パプリカと交配しているため、甘みと歯ごた
えがあり、ピーマン特有の苦味や臭さがほとんどない。

果形はやや長めのベル型。完熟果はビタミンCやルテインを豊富に含む。糖度は６
～７度で、果肉が厚く食味が良い。熟期は極早生で、初期の収量が多い。開花後60日
前後で完熟果が収穫可能。草勢は中程度で、着果良好で栽培しやすい。

種　類
早生茄子

晩生茄子

キュウリ

大玉トマト

中玉トマト

ミニトマト

大玉スイカ

小玉スイカ

カボチャ

ピーマン

シシトウ

カラー
ピーマン

カラシ

オクラ

ニガウリ

アスパラガス

甘長とうがらし

プリンス
メロン

PVP

PVP

16



ナ
ス

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

エ
ダ
マ
メ

原
産
地
を
意
識
し
て

栽
培
し
よ
う
！

　
イ
ン
ド
西
北
部
が
原
産
で
、
生
育

適
温
は
18
〜
25
℃
。
温
度
の
変
化
に

は
敏
感
な
作
物
で

す
。
根
は
地
表
近
く

に
広
く
張
り
、
乾
燥

に
は
弱
い
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

・
ほ
場
の
準
備
が
大
切

　
日
当
た
り
良
く
、
風
通
し
の
良
い

と
こ
ろ
を
選
び
ま
す
。
30
㎝
以
上
の

深
さ
に
耕
し
、
土
の
中
へ
空
気
を
入

れ
る
こ
と
が
生
育
の
良
否
に
つ
な
が

り
ま
す
。

・
良
い
苗
を
え
ら
ぶ

　
本
葉
３
〜
４
枚
の
苗
が
理
想
で

す
。
ウ
リ
類
は
若
苗
定
植
が
基
本
。

・
畝
つ
く
り

　
畝
幅
1.3
〜
1.5
ｍ
で
60
㎝
間
隔
の
１

条
植
え
か
、
2.4
〜
3.0
ｍ
で
60
㎝
間
隔

の
２
条
植
え
に
し
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ

の
根
は
、
浅
く
広
く
張
る
性
質
が
あ

る
の
で
、
畦
幅
が
広
い
ほ
う
が
生
育

は
安
定
し
ま
す
。

　
原
産
地
は
南
米
の
ア
ン
デ
ス
高
原

で
、
生
育
適
温
は
昼
間
25
℃
、
夜
間

16
℃
前
後
で
す
。
高
温
多
湿
で
あ
る

日
本
の
夏
は
苦
手
で
す
。
乾
燥
に
は

強
い
で
す
が
、
果
実
が
太
る
と
き
に

水
分
が
不
足
す
る
と

肥
大
が
著
し
く
抑
制

さ
れ
ま
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

・
良
い
苗
を
え
ら
ぶ

　
が
っ
ち
り
し
た
、
定
植
適
期
の
苗

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
一
段
果
房
の
最

初
の
花
が
、
蕾
〜
開
花
し
た
苗
が
理

想
で
す
。

・
適
切
な
施
肥
や
水
管
理

　
基
肥
を
多
量
に
入
れ
る
と
、
変
形

果
や
着
果
不
良
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
基
肥
は
少
な
め
に
し
て
、
三
段

目
の
花
が
咲
い
た
ご
ろ
か
ら
追
肥
を

始
め
、
途
中
で
肥
料
が
切
れ
な
い
よ

う
に
少
し
ず
つ
追
肥
を
施
し
、
樹
勢

を
保
ち
ま
す
。
ま
た
ト
マ
ト
は
乾
燥

に
強
く
、
土
の
水
分
が
多
い
と
樹
勢

が
強
く
な
り
す
ぎ
る
の
で
、
植
付
直

後
の
水
や
り
の
後
は
極
力
水
を
や
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
畝
つ
く
り

　
畝
幅
１
ｍ
〜
1.2
ｍ
で
高
畝
を
つ
く

り
、
50
㎝
間
隔
の
1
条
植
え
に
し
ま
す
。

・
植
付
け

　
果
実
が
直
接
日
光
に
当
た
る
と
裂

果
し
や
す
く
な
る
の
で
、
1
条
植
え

の
場
合
は
花
房
を
北
側
に
向
け
て
植

え
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
ト
マ
ト
ト
ー
ン
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン

処
理

　
１
段
目
の
花
房
の
花
が
３
花
開
花

し
た
ら
、
ト
マ
ト
ト
ー
ン
50
倍
を
花
房

全
体
に
噴
霧
し
て
確
実
に
着
果
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
こ
の
作
業
を
や
ら
な
い
と
１

段
目
の
実
は
ま
ず
太
り
ま
せ
ん
。

　
ト
マ
ト
の
花
房
は
同
じ
方
向
に
つ

く
の
で
苗
を
植
付
け
る
際
に
は
通
路

側
に
花
房
が
向
く
よ
う
苗
の
向
き
を

そ
ろ
え
る
と
作
業
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　
中
南
米
の
熱
帯
地
方
が
原
産
で
、

生
育
適
温
は
22
〜
30
℃
で
15
℃
以
下

で
は
ほ
と
ん
ど
生
育

し
ま
せ
ん
。
根
の
張

り
方
が
狭
く
、
浅
い

・
2
0
2
5
年
夏
に
か
け
て
は
、
太

　
平
洋
高
気
圧
が
強
ま
り
や
す
く
、

　
梅
雨
明
け
が
早
め
で
猛
暑
と
な
り

　
秋
は
残
暑
が
厳
し
い
見
込
み
で
す
。

　
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、

　
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
夏
野
菜
で
生
育

　
に
適
し
た
気
温
が
25
℃
程
度
で
す

　
が
、
近
年
で
は
猛
暑
で
こ
の
生
育

　
適
温
を
上
回
る
気
温
で
推
移
し
、

　
雨
が
降
る
と
大
雨
・
豪
雨
で
災
害

　
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
安
定
な

　
自
然
環
境
の
中
で
の
影
響
を
最
低

　
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
早
期
か

　
ら
の
土
づ
く
り
や
施
肥
、
畝
立
て
、

　
マ
ル
チ
ン
グ
な
ど
の
ほ
場
準
備
が

　
重
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

・
施
肥
し
た
後
に
深
耕
し
ま
す
。施
肥

　
と
畝
立
て
は
遅
く
と
も
定
植
の
１

　
週
間
前
に
は
行
い
、
畝
は
か
ま
ぼ

　
こ
型
で
大
雨
で
も
水
が
冠
水
し
な

　
い
よ
う
に
な
る
べ
く
高
く
し
ま

　
し
ょ
う
。
畝
が
で
き
れ
ば
直
ち
に

　
黒
マ
ル
チ
を
張
り
、
地
温
確
保
で

　
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
定
植

　
す
る
３
日
前
に
は
植
穴
を
掘
り

　
た
っ
ぷ
り
水
を
や
っ
て
お
き
、
植

　
付
け
は
暖
か
い
日
を
選
ん
で
行
い
、

　
苗
に
も
潅
水
し
て
お
き
ま
す
。

・
植
穴
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
を
予
防
す

　
る
た
め
の
粒
剤
（
ア
ル
バ
リ
ン
粒

　
剤
な
ど
）
を
施
用
し
、
よ
く
混
ぜ
、

　
植
え
付
け
ま
す
。
深
植
え
は
避
け
、

　
根
鉢
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
浅
く

　
植
え
ま
し
ょ
う
。
植
付
け
た
後
は

　
鉢
の
土
と
ほ
場
の
土
が
密
着
す
る

　
よ
う
潅
水
し
ま
す
。

・
真
夏
の
炎
天
下
で
は
、
大
玉
ト
マ

　
ト
や
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
等
は
育
っ

　
た
時
に
直
射
日
光
に
当
て
す
ぎ
る

　
と
日
焼
け
や
、
う
だ
っ
て
食
味
が

　
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
遮
光
ネ
ッ

　
ト
な
ど
を
切
り
分
け
、
果
実
に
か

　
け
た
り
、
袋
か
け
し
た
り
す
る
と

　
効
果
が
あ
り
ま
す
。

定
植
時
の
ポ
イ
ン
ト

※
４
月
定
植
苗
は
、
２
週
間
程
度
は

　
ビ
ニ
ー
ル
等
で
風
よ
け
や
覆
い
を

　
す
る
こ
と
で
生
育
が
安
定
し
ま
す
。

※
今
年
は
、
気
温
が
高
い
の
で
ア
ブ

　
ラ
ム
シ
の
発
生
が
早
く
、
ウ
イ
ル

　
ス
病
の
原
因
に
な
る
の
で
注
意
が

　
必
要
で
す
。

※
夏
の
潅
水
は
、
日
中
暑
い
時
間
帯

　
は
人
間
に
も
作
物
に
も
よ
く
な
い

　
の
で
や
め
て
、
朝
か
夕
方
の
涼
し

　
い
時
間
帯
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ホ
ー
ス
の
出
だ
し
や
ジ
ョ
ウ
ロ
、

　
バ
ケ
ツ
の
残
り
水
は
熱
湯
に
な
っ

　
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

の
で
乾
燥
に
は
弱
い
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
連
作
す
る
と
土
壌
病
害
が
出
や
す

く
収
量
が
少
な
く
な
る
の
で
、
4
〜

5
年
空
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
耕
土

の
深
い
排
水
良
好
で
日
当
た
り
の
良

い
ほ
場
が
適
し
ま
す
。

・
良
い
苗
を
え
ら
ぶ

　
本
葉
９
枚
程
度
で
、
葉
が
厚
く
節

間
の
短
い
ず
ん
ぐ
り
し
た
苗
を
選
び

ま
す
。

・
畝
つ
く
り

　
畝
幅
1.2
〜
1.5
ｍ
で
高
畝
を
つ
く

り
、
50
㎝
間
隔
の
１
条
植
え
に
し
ま

す
。
ピ
ー
マ
ン
の
根
は
浅
根
で
水
分

の
変
化
に
弱
い
た
め
、
畝
幅
が
広
く

高
い
畝
つ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
原
産
地
は
イ
ン
ド
で
、
生
育
適
温

は
22
〜
30
℃
、
10
℃
以
下
で
は
生
育

が
停
止
し
ま
す
。
高
温
多
湿
の
気
候

を
好
み
ま
す
。
根
は
深
く
張
り
ま
す

が
停
滞
水
に
は
弱
い
の
で
、
排
水
の

良
い
所
が
適
し
ま

す
。
排
水
が
悪
い

所
で
は
、
思
い
っ

き
り
高
畝
に
し
ま

し
ょ
う
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

・
ほ
場
の
準
備

　
通
気
性
、
排
水
性
が
良
く
、
よ
く

肥
え
た
土
壌
が
適
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
当
た
り
の
良
い
場
所
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

・
苗
の
選
択

　
一
番
花
の
確
認
で
き
る
軸
の
太
い

苗
を
選
び
ま
す
。
ト
マ
ト
・
ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
の
ナ
ス
科
と
の
連
作
を
さ

け
ま
し
ょ
う
。

・
畝
つ
く
り
・
植
え
付
け

　
畝
幅
1.5
〜
1.8
ｍ
で
高
畝
に
し
、
株

間
50
〜
60
㎝
の
一
条
植
え
に
し
ま
す
。

　
定
植
後
は
十
分
に
水
を
や
り
、
仮
支

柱
を
立
て
て
茎
を
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
マ
ト
ト
ー
ン
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン

処
理

　
１
段
目
の
花
が
開
花
し
た
ら
、
ト

マ
ト
ト
ー
ン
50
倍
を
花
に
噴
霧
し
て

確
実
に
着
果
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
適
切
な
水
管
理
と
施
肥

　
ナ
ス
の
根
は
、
乾
燥
や
多
湿
に
も

比
較
的
強
い
で
す
が
、
水
分
の
変
化

が
大
き
い
と
株
が
弱
っ
て
実
の
太
り

が
悪
く
な
り
ま
す
。
実
が
ど
ん
ど
ん

穫
れ
だ
し
水
を
や
り
始
め
た
ら
続
け

て
行
い
、
土
の
水
分
を
一
定
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
定
期
的
に

追
肥
を
し
て
樹
勢
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
原
産
地
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
南
米
北

部
で
、
生
育
適
温
は
22
〜
30
℃
で

す
。
発
芽
適
温
は
32
〜
36
度
と
生
育

適
温
に
比
べ
相
当
高
い
で
す
。
地
温

が
低
い
と
発
芽
が
著
し
く
遅
れ
、
発

芽
勢
も
悪
く
な
る
。
高
温
と
十
分
な

日
光
を
好
む
作
物
で
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、
風
で
花
粉

が
運
ば
れ
受
粉
す
る
の
で
、
１
列
で

は
な
く
２
列
以
上
で
栽
培
し
ま
す
。

短
期
間
に
肥
料
を
吸
収
す
る
の
で
、

多
め
に
施
肥
し
ま
す
。
粒
の
肥
大
を

良
く
す
る
た
め
、
出
穂
期
か
ら
収
穫

ま
で
土
壌
を
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
品
種
：
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
・
カ

　
　
　
　 

ク
テ
ル
コ
ー
ン
、
な
ど

・
種
ま
き

　
発
芽
適
温
は
25
℃
〜
30
℃
と
高
い

た
め
、
気
温
の
低
い
時
期
は
マ
ル
チ

を
張
っ
て
地
温
を
高
め
る
こ
と
で
発

芽
が
安
定
し
ま
す
。

　
１
条
植
え
　
　
　
　
畝
幅
　
60
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
間
　
30
㎝

　
２
条
植
え
　
　
　
畝
幅
１
０
０
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
間
　
30
㎝

　
１
カ
所
に
３
〜
４
粒
播
き
、
本
葉

３
〜
４
枚
の
時
に
最
も
生
育
の
よ
い

1
本
を
残
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
株
を

根
元
か
ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
り
ま

す
。
残
す
苗
の
根
を
痛
め
ま
せ
ん
。

　
原
産
地
は
中
国
東
北
部
で
、
縄
文

時
代
に
は
日
本
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
生
育
適
温
は
25
〜
28
℃
で

す
。
高
温
に
は
耐
え
る
が
、
低
温
に
弱

い
で
す
。
開
花
期
か
ら
莢
が
肥
大
す
る

時
期
に
水
分
が
不
足
す
る
と
不
稔
や
実

入
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。

品
種
：
サ
ッ
ポ
ロ
ミ
ド
リ
・
湯
あ
が

　
　
　
り
娘
、
な
ど

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
窒
素
肥
料
を
控
え
て
、
日
当
た
り

の
良
い
場
所
を
選
び
ま
す
。
開
花
期

以
降
は
、
莢
の
生
育
を
良
く
す
る
た

め
、
や
や
多
め
の
潅
水
で
土
を
乾
か

さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

お問い合わせ
営農販売部 089-968-1218㈹
お問い合わせ
営農販売部 089-968-1218㈹

お 知 ら せ

松山生協は4月下旬頃から販売する予定です。

各支所の回覧で事前にご注文いただいた方には、
松山市と松前町、川上支所管内は4月15日㈫～17日㈭（予定）に、久万高原町管内は5月上旬頃にお渡しします。

苗の価格は、ＪＡ松山市のホームページに掲載しています。

松前育苗場　5月6日㈫頃まで毎日休まず営業します。
　　　　　　松前町大間263-1　☎089-984-9364
　　　　　　営業時間8：45～16：00

高井育苗場　5月6日㈫頃まで毎日休まず営業します。
　　　　　　松山市高井町560-1　☎089-970-3991
　　　　　　営業時間8：45～16：00

JAの苗でおいしい夏野菜を作ろう！

購入先
１ポットから購入OKです！ 野菜苗の販売は4月中旬頃より開始する予定です。
各育苗場でのご購入で可能方は持ち帰り用のコンテナ等の持参にご協力ください

※店舗によっては取り扱いのない品目があります。

※登録品種 PVP は種苗法に基づき種苗品種されたものであり、取り扱いには注意が必要です(農林水産省HP参照)

2025年度春植え野菜苗
品　種
筑陽

庄屋大長

夏すずみ

　    フルティカ

プリンス

イエローアイコ
アイコ
ピンキー

　    オレンジ千果

千果

ホーム桃太郎
強力米寿

縞王

紅しずく

葵シシトウ

とんがりパワー

九重栗

京波

えびす

鷹の爪

アーリーファイブ

フルーピーレッド（赤色）

フルーピーイエロー（黄色）

沖縄中長

ウェルカム

甘とう美人

接木・実生
接木

接木

接木

接木

接木

接木

接木

接木

接木

実生

実生

実生

実生
実生

実生

実生

実生

実生

極早生の豊産種。秀品率も高い。

大長茄子としては早生で多収。高温期でも夏ボケ果になりにくい。果肉がやわらか
く、種が極めて少ない。

歯切れがよい食味で品質良好。うどんこ病やべと病に強く栽培しやすい。

作りやすい豊産種。耐暑性が強く、秀品率が高い。果重は240g。

桃太郎系の中では栽培しやすい。着果も良く、おいしい。

糖度が高く、裂果が少ない。果重は40～50g。

糖度が高く、おいしい。緻密な肉質で果実の揃いが良い。栽培しやすい。

皮が極めて薄く、口の中に残らない。やわらかな食感。つやのあるピンク色。

肉厚でゼリーが少ない。酸味は控えめで高糖度のプラム型ミニトマト。

肉厚でゼリーが少ない。酸味は控えめで高糖度のプラム型ミニトマトの黄色種。

秀品率が高い抜群の品種。７～10㎏の大果で、糖度は12度前後で安定している。

西洋カボチャの代表品種。作りやすく、豊作型でおいしい。

辛味が強く、作りやすい早生豊産種。

辛味はほとんどなく、風味や食味が良い。収穫期が長く、手軽に栽培できる。

サヤはつやのある濃緑色で、おいしい五角サヤ。極早生。

草勢が強く、生育が揃う良好な極早生種。　鮮やかな緑色で、茎が太い。

きれいなオレンジ色でつやがあり、通常の赤色品種と比べてカロテンの含有量が約
３倍多い。糖度が高く、トマトの臭みが少ない。

マクワウリとメロンの一代交配種。果重は500g前後で、皮はすべすべしている。甘み
が強く作りやすい。

果重は２㎏前後で細い縞が入る。果肉は紅桃色で繊維は少なく、さわやかな甘みが
ある。

栗の形をしたカボチャ。抜群においしい傑作品種。果重は1.8～２kg。果皮は濃緑。果
肉は黄色味が非常に濃く、コントラストに優れる。 

果色が濃緑でつやがあり、秀品率が高い。草勢が比較的強く分枝が多いため、すこぶ
る豊産。 

果長が25～30㎝の中長タイプで果形の揃いが良い。葉が良く茂るため、グリーン
カーテンに最適。

耐病性に優れ作りやすい。果実は光沢のある濃緑色で、長さ７㎝の円筒形。秀品率
が高い。

果長15㎝、果径４㎝、果重70gの大果種。果肉は３～４㎜と厚く、種が果梗部にまと
まっているので種が少なく食べやすい。パプリカと交配しているため、甘みと歯ごた
えがあり、ピーマン特有の苦味や臭さがほとんどない。

果形はやや長めのベル型。完熟果はビタミンCやルテインを豊富に含む。糖度は６
～７度で、果肉が厚く食味が良い。熟期は極早生で、初期の収量が多い。開花後60日
前後で完熟果が収穫可能。草勢は中程度で、着果良好で栽培しやすい。

種　類
早生茄子

晩生茄子

キュウリ

大玉トマト

中玉トマト

ミニトマト

大玉スイカ

小玉スイカ

カボチャ

ピーマン

シシトウ

カラー
ピーマン

カラシ

オクラ

ニガウリ

アスパラガス

甘長とうがらし

プリンス
メロン

PVP

PVP

17



スマホ教室２本指スワイプで
クイック設定パネル表示
２本指スワイプで
クイック設定パネル表示
２本指スワイプで
クイック設定パネル表示

まる芽ちゃん
画面の明るさなどの設定をしたいとき、クイック設定パネル
を開く必要があるよね。スマホの上部から下にスワイプする
んだけど、最初は一部しか表示されないから２回スワイプ
するのが面倒…

青空土男
なるほど。でも実は１回の操作でクイック設定パネルを画面
いっぱいに表示させる方法があるよ！早速やってみよう！

ちょっとしたことでも楽になるね♪

スマホの上部から１本指でスワ
イプします。11 クイック設定パネルの一部と、通

知等が画面に現れます。
クイック設定パネルを全画面に
表示させるときは、もう一度下に
スワイプします。

22 これでクイック設定パネルが全
画面表示になりました。33

これだけでクイック設定パネ
ルの全画面表示が完成！

よく使うものは上に表示させ
るようにしておくと便利です。
（設定のマークや鉛筆のマー
クなどから編集できます）

1 2 3

※画面、操作方法は機種により異なります

スマホの上部から２本指を
使って下にスワイプします。① ②② ！！

２本指スワイプでクイック設定パネルを表示させる

１本指スワイプでクイック設定パネルを表示させる

No.12

クイック設定パネル・スワイプとは
　クイック設定パネルとは、Wi-Fiや位置情
報などの設定アプリに手軽にアクセスでき
るショートカット一覧です。通常、画面上か
ら下にスワイプすると現れます。
　スワイプとは指を上下左右に滑らせて画
面表示を変える操作方法です。１本指で行う
と思っている方が多いかもしれませんが、実
は２本指を使ってするスワイプもあります。

12：00 4G 4G4G

12：00

4G

ウイルスバスター for au

通知設定 消去

ウイルスバスター for au

保護を開始してください

12：00
4G

　JA松山市では、農業者の労力軽減のため作業支援と機械の貸し出しを実施しています。
お申し込み・お問い合わせは営農販売部（089ｰ968ｰ1218）まで！

除草作業の様子をインスタグラムに掲載しているよ！
右の二次元コードから見てみてね！

●貸し出し

●作業支援
支 援 内 容 対 象 者

部会員

部会員

部会員
部会員
組合員
組合員外

金　　額

基本料金5,000円＋1ａあたり1,000円

基本料金7,500円＋1ａあたり1,250円

基本料金5,000円＋100ｍあたり500円
基本料金7,500円＋1aあたり1,000円(※掘り起こしのみ)
＜組合員> 　基本料金3,000円+1aあたり1,200円
＜組合員外> 基本料金3,600円+1aあたり1,440円

枝豆・レタス・蚕豆
マルチャー

さといもマルチャー

ピーマンマルチャー
さといも掘り取り機

除草作業(フレールモア)

支 援 内 容 対 象 者 金　　額

部会員

部会員

組合員

部会員

組合員

半日：6,000円
１日：12,000円

自己移送(１日あたり)：7,000円
農協移送(１日あたり)：15,000円
１時間:2,500円
１時間:2,500円(設置場所：北伊予集荷場)
１時間:2,000円(設置場所：永田倉庫・岡田低温倉庫前)
半日：2,200円
１日：4,400円

さといも移植機

さといも掘り取り機

管理機

枝豆マメモーグ

肥料散布機

除草やマルチ張りなど
JAが作業支援・機械貸出をしています！

高井育苗場・松前育苗場  育苗事務所の休業日のお知らせ
　５月から６月１週目までの休業日を下記の通りとさせていただきます。培土販売や水稲苗
引渡しも含め休業し、事務所が無人となりますので、ご了承下さい。

休業日：５月13日(火)　５月20日(火)　５月27日(火)　６月３日(火)

なお、５月１日（木）～６月30日(月)の間は、土日も営業（育苗場通常時間）いたします。
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スマホ教室２本指スワイプで
クイック設定パネル表示
２本指スワイプで
クイック設定パネル表示
２本指スワイプで
クイック設定パネル表示

まる芽ちゃん
画面の明るさなどの設定をしたいとき、クイック設定パネル
を開く必要があるよね。スマホの上部から下にスワイプする
んだけど、最初は一部しか表示されないから２回スワイプ
するのが面倒…

青空土男
なるほど。でも実は１回の操作でクイック設定パネルを画面
いっぱいに表示させる方法があるよ！早速やってみよう！

ちょっとしたことでも楽になるね♪

スマホの上部から１本指でスワ
イプします。11 クイック設定パネルの一部と、通

知等が画面に現れます。
クイック設定パネルを全画面に
表示させるときは、もう一度下に
スワイプします。

22 これでクイック設定パネルが全
画面表示になりました。33

これだけでクイック設定パネ
ルの全画面表示が完成！

よく使うものは上に表示させ
るようにしておくと便利です。
（設定のマークや鉛筆のマー
クなどから編集できます）

1 2 3

※画面、操作方法は機種により異なります

スマホの上部から２本指を
使って下にスワイプします。① ②② ！！

２本指スワイプでクイック設定パネルを表示させる

１本指スワイプでクイック設定パネルを表示させる

No.12

クイック設定パネル・スワイプとは
　クイック設定パネルとは、Wi-Fiや位置情
報などの設定アプリに手軽にアクセスでき
るショートカット一覧です。通常、画面上か
ら下にスワイプすると現れます。
　スワイプとは指を上下左右に滑らせて画
面表示を変える操作方法です。１本指で行う
と思っている方が多いかもしれませんが、実
は２本指を使ってするスワイプもあります。

12：00 4G 4G4G

12：00

4G

ウイルスバスター for au

通知設定 消去

ウイルスバスター for au

保護を開始してください

12：00
4G

　JA松山市では、農業者の労力軽減のため作業支援と機械の貸し出しを実施しています。
お申し込み・お問い合わせは営農販売部（089ｰ968ｰ1218）まで！

除草作業の様子をインスタグラムに掲載しているよ！
右の二次元コードから見てみてね！

●貸し出し

●作業支援
支 援 内 容 対 象 者

部会員

部会員

部会員
部会員
組合員
組合員外

金　　額

基本料金5,000円＋1ａあたり1,000円

基本料金7,500円＋1ａあたり1,250円

基本料金5,000円＋100ｍあたり500円
基本料金7,500円＋1aあたり1,000円(※掘り起こしのみ)
＜組合員> 　基本料金3,000円+1aあたり1,000円
＜組合員外> 基本料金3,600円+1aあたり1,200円

枝豆・レタス・蚕豆
マルチャー

さといもマルチャー

ピーマンマルチャー
さといも掘り取り機

除草作業(フレールモア)

支 援 内 容 対 象 者 金　　額

部会員

部会員

組合員

部会員

組合員

半日：6,000円
１日：12,000円

自己移送(１日あたり)：7,000円
農協移送(１日あたり)：15,000円
１時間:2,500円
１時間:2,500円(設置場所：北伊予集荷場)
１時間:2,000円(設置場所：永田倉庫・岡田低温倉庫前)
半日：2,200円
１日：4,400円

さといも移植機

さといも掘り取り機

管理機

枝豆マメモーグ

肥料散布機

除草やマルチ張りなど
JAが作業支援・機械貸出をしています！

高井育苗場・松前育苗場  育苗事務所の休業日のお知らせ
　５月から６月１週目までの休業日を下記の通りとさせていただきます。培土販売や水稲苗
引渡しも含め休業し、事務所が無人となりますので、ご了承下さい。

休業日：５月13日(火)　５月20日(火)　５月27日(火)　６月３日(火)

なお、５月１日（木）～６月30日(月)の間は、土日も営業（育苗場通常時間）いたします。
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　海老天おむすびの庶民バージョン？！
　ラップを使うと、手が汚れず、素早くきれいな形に握れま
す。右の二次元コードからYouTubeでご覧いただくと分
かりやすいです！

POINT

作 り 方

①ちくわは縦半分、長さ半分に切る。
②ボウルにⒶを菜箸で混ぜ合わせる。
③小さめのフライパンにサラダ油を中火で熱し、ちくわ
を②にくぐらせて、フライパンに入れる。
④両面を揚げ焼きにしたら、クッキングペーパーに置
き、油を切る。
⑤ラップを広げ、のりを縦に置き、その上にご飯をのせ、
のりの長さの半分から上にちくわを縦に置く。
⑥ちくわに醤油を少々たらす。
⑦ラップを半分にたたみ、三角に握る。

材料 （４個分）

　ごはん
　のり（３切）
　醤油

　【ちくわの磯部揚げ】
　ちくわ
　サラダ油
　Ⓐ
　　小麦粉
　　水
　　青のり

360ｇ
4枚
少々

１本
大さじ２

大さじ１
大さじ１

小さじ１／２

ちくわの天むす

おむすび

  ころり
ん

レ
シ
ピ
動
画
が

　
　見
ら
れ
る
！

JA松山市 公式YouTube

其の拾弐

Vol.59

野菜の水やりとｐＦ値

重松 泰輔

　「水やり三年」という言葉があります。水やりをマスターするには、３年くらいかかるそれくらい難
しいこと、という意味です。野菜の水管理はほとんどの場合、「経験で培われた感覚」で行われること
が多いです。
　一見簡単そうに見える水やりですが、実はものすごく奥が深い技術です。「作物の種類」「作物の状
態」「土の状態」「気候・気温の変化」「一回の水の量」「水をやる頻度」「水をやる時間帯」など考慮す
る事が多くあります。土の水分を目に見えるよう数値化する方法としてｐFメーターを活用します。

　ｐF値は、土壌の保水性を示す値であり、簡単に言うと「その土壌から水を引き出すのにどれ
だけの力が必要か」を表したものです。ｐF値が低い程、その土壌から水を引き出すための力が
小さい＝水が豊富にある状態、逆にｐF値が高い程、その土壌から水を引き出すための力が大き
い＝水が十分にない状態を指します。作物では、ｐＦ値1.7から少なくとも3.0以内で潅水管理
する必要があります。

ｐＦ値と根の状態

　同じ場所でも真夏と真冬では全く環境が変わってしまうので、それぞれの季節に合わせた対応が必要になります。

真夏
　気温が30℃を越えるような夏日は、気温が上がり始め
るお昼前～午後に水やりをするのは控えましょう。水やり
後に気温が上がってくると、土の中が蒸し風呂状態にな
り根腐れの原因になります。真夏の水やりは、早朝または
気温が下がった夕方以降にします。

真冬
　冬の夕方は気温が急激に下がり、地表面や植物の周
囲が冷える時間帯です。水やりをすると地温の低下によ
り生育に悪影響が出るほか、土壌や植物に水分が残り夜
間の低温によって凍結する場合もあります。冬の期間の
潅水は、午前中からお昼の気温が上がる時間帯にしま
しょう。

季節によって水やりを変えよう！

ｐＦ値と根の状態
ｐＦ値 根が陥りやすい状態 作物のリスク
0～1.5 過湿 根腐れ

1.5～2.5（3.0） 適当 ―
2.5（3.0）～ 過乾 生育障害

作物の適正水分量（ｐF値）
前期

2.5
（第3花房開花期まで）

2.5

1.5～2.0

2.0

トマト

キュウリ

レタス

イチゴ

大根
ニンジン

ピーマン
ナス
キャベツ
白菜

中期以降

1.8～2.5

1.7～2.3

1.5～2.0

2.3

多肥栽培では多潅水が良いが、多すぎると過繁茂 ・
空洞果スジグサレ果が多発するので、要注意。少水分
で萎凋するようではシリグサレ果がでやすい。
前期の収穫開始までは少水分、中期以降は多水分が
良い。収穫期は潅水回数を増やす。
少水分は根域が深く量も多くなるが、過ぎると果実が
光沢を失う。

定植直後の2～3回の潅水で活着良し。

2.0 2.3 マルチ下の潅水が良い。

1.5～2.0 1.5～2.0 収穫期には、水分不足にならない程度の少水分管理
で灰色カビ病などの病害を防止する

2.3 2.5 ニンジンは、4～7葉期の潅水効果大

20



　海老天おむすびの庶民バージョン？！
　ラップを使うと、手が汚れず、素早くきれいな形に握れま
す。右の二次元コードからYouTubeでご覧いただくと分
かりやすいです！

POINT

作 り 方

①ちくわは縦半分、長さ半分に切る。
②ボウルにⒶを菜箸で混ぜ合わせる。
③小さめのフライパンにサラダ油を中火で熱し、ちくわ
を②にくぐらせて、フライパンに入れる。
④両面を揚げ焼きにしたら、クッキングペーパーに置
き、油を切る。
⑤ラップを広げ、のりを縦に置き、その上にご飯をのせ、
のりの長さの半分から上にちくわを縦に置く。
⑥ちくわに醤油を少々たらす。
⑦ラップを半分にたたみ、三角に握る。

材料 （４個分）

　ごはん
　のり（３切）
　醤油

　【ちくわの磯部揚げ】
　ちくわ
　サラダ油
　Ⓐ
　　小麦粉
　　水
　　青のり

360ｇ
4枚
少々

１本
大さじ２

大さじ１
大さじ１

小さじ１／２

ちくわの天むす

おむすび

  ころり
ん

レ
シ
ピ
動
画
が

　
　見
ら
れ
る
！

JA松山市 公式YouTube

其の拾弐

Vol.59

野菜の水やりとｐＦ値

重松 泰輔

　「水やり三年」という言葉があります。水やりをマスターするには、３年くらいかかるそれくらい難
しいこと、という意味です。野菜の水管理はほとんどの場合、「経験で培われた感覚」で行われること
が多いです。
　一見簡単そうに見える水やりですが、実はものすごく奥が深い技術です。「作物の種類」「作物の状
態」「土の状態」「気候・気温の変化」「一回の水の量」「水をやる頻度」「水をやる時間帯」など考慮す
る事が多くあります。土の水分を目に見えるよう数値化する方法としてｐFメーターを活用します。

　ｐF値は、土壌の保水性を示す値であり、簡単に言うと「その土壌から水を引き出すのにどれ
だけの力が必要か」を表したものです。ｐF値が低い程、その土壌から水を引き出すための力が
小さい＝水が豊富にある状態、逆にｐF値が高い程、その土壌から水を引き出すための力が大き
い＝水が十分にない状態を指します。作物では、ｐＦ値1.7から少なくとも3.0以内で潅水管理
する必要があります。

ｐＦ値と根の状態

　同じ場所でも真夏と真冬では全く環境が変わってしまうので、それぞれの季節に合わせた対応が必要になります。

真夏
　気温が30℃を越えるような夏日は、気温が上がり始め
るお昼前～午後に水やりをするのは控えましょう。水やり
後に気温が上がってくると、土の中が蒸し風呂状態にな
り根腐れの原因になります。真夏の水やりは、早朝または
気温が下がった夕方以降にします。

真冬
　冬の夕方は気温が急激に下がり、地表面や植物の周
囲が冷える時間帯です。水やりをすると地温の低下によ
り生育に悪影響が出るほか、土壌や植物に水分が残り夜
間の低温によって凍結する場合もあります。冬の期間の
潅水は、午前中からお昼の気温が上がる時間帯にしま
しょう。

季節によって水やりを変えよう！

ｐＦ値と根の状態
ｐＦ値 根が陥りやすい状態 作物のリスク
0～1.5 過湿 根腐れ

1.5～2.5（3.0） 適当 ―
2.5（3.0）～ 過乾 生育障害

作物の適正水分量（ｐF値）
前期

2.5
（第3花房開花期まで）

2.5

1.5～2.0

2.0

トマト

キュウリ

レタス

イチゴ

大根
ニンジン

ピーマン
ナス
キャベツ
白菜

中期以降

1.8～2.5

1.7～2.3

1.5～2.0

2.3

多肥栽培では多潅水が良いが、多すぎると過繁茂 ・
空洞果スジグサレ果が多発するので、要注意。少水分
で萎凋するようではシリグサレ果がでやすい。
前期の収穫開始までは少水分、中期以降は多水分が
良い。収穫期は潅水回数を増やす。
少水分は根域が深く量も多くなるが、過ぎると果実が
光沢を失う。

定植直後の2～3回の潅水で活着良し。

2.0 2.3 マルチ下の潅水が良い。

1.5～2.0 1.5～2.0 収穫期には、水分不足にならない程度の少水分管理
で灰色カビ病などの病害を防止する

2.3 2.5 ニンジンは、4～7葉期の潅水効果大
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赤星 文人さん（64）
松前町筒井

Ｓ
・Ｍ
玉
を
中
心
で
出
荷
す
る
中
、赤
星
さ
ん

は
Ｌ
玉
を
メ
イ
ン
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
赤
星
さ
ん
は
、気
温
の
確
認
と
ト
ン
ネ
ル

の
開
閉
を
こ
ま
め
に
す
る
こ
と
で
、ト
ン
ネ
ル

内
を
適
温
に
保
ち
、玉
が
太
り
や
す
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ト
ン
ネ
ル
は
ポ
リ
で
は

な
く
保
温
効
果
の
高
い
ビ
ニ
ー
ル
製
を
用
い

て
お
り
、気
温
が
低
く
て
も
十
分
に
育
つ
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。赤
星
さ
ん
は「
ト
ン
ネ
ル

内
の
温
度
管
理
を
徹
底
し
よ
る
け
ん
、周
り

が
小
玉
傾
向
で
も
、自
身
は
十
分
な
も
の
を

収
穫
で
き
る
ん
よ
」と
話
し
ま
す
。

効
率
性
を
高
め
つ
つ
、

　
　高
品
質
な
も
の
を

　
作
業
効
率
に
重
点
を
置
き
、広
い
面
積
で

高
品
質
な
も
の
を
作
る
こ
と
が
赤
星
さ
ん
の

方
針
で
す
。定
植
を
楽
に
で
き
る
よ
う
マ
ル
チ

を
張
る
前
の
畝
立
て
な
ど
か
ら
丁
寧
に
時
間

を
か
け
て
い
ま
す
。ま
た
、ト
ン
ネ
ル
を
開
け

て
い
る
時
に
消
毒
作
業
を
す
る
な
ど
時
間
を

効
率
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。赤
星
さ
ん
は「
い

か
に
時
間
と
労
力
を
削
減
す
る
か
を
考
え
る

だ
け
で
な
く
、後
々
の
管
理
作
業
を
し
や
す

く
す
る
こ
と
が
大
切
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
と
し
て

　
　若
手
を
引
っ
張
る

　
赤
星
さ
ん
は
、80
歳
で
も
今
の
栽
培
面
積

を
維
持
し
つ
つ
高
品
質
な
も
の
を
作
る
こ
と

が
今
の
目
標
で
す
。「
自
分
の

背
中
を
見
て
、地
域
の
農
業
を

守
り
、盛
り
上
げ
て
い
く
担
い

手
や
後
継
者
が
増
え
て
く
れ

た
ら
」と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

兼
業
農
家
か
ら
専
業
へ

　
伊
予
郡
松
前
町
の
赤
星
文
人
さ
ん
は
、今

年
で
就
農
46
年
目
を
迎
え
る
ベ
テ
ラ
ン
農
家

で
す
。学
生
の
頃
か
ら
両
親
の
農
作
業
を
手

伝
い
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
は
兼
業
農
家
を

17
年
続
け
ま
し
た
。35
歳
で
退
職
し
、農
業
を

継
ぎ
ま
し
た
。現
在
は
レ
タ
ス
を
メ
イ
ン
に
、

夏
に
は
後
作
と
し
て
枝
豆
も
生
産
。米
麦
や

ソ
ラ
マ
メ
の
栽
培
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
に
も

　
　負
け
な
い
工
夫
を

　
Ｊ
Ａ
松
山
市
レ
タ
ス
部
会
の
役
員
を
務
め

る
赤
星
さ
ん
は
30
ａ
で「
パ
ワ
ー
ス
イ
ー
ブ
」

と「
レ
イ
ヤ
ー
ド
」を
栽
培
し
て
い
ま
す
。気
候

変
動
へ
の
対
策
と
し
て
温
度
管
理
を
徹
底
し

て
お
り
、寒
波
の
影
響
で
部
会
員
の
多
く
が

広い面積で高品質なものを
気候変動にも負けないレタス農家
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Answer

Q

A

今年の冬は、白菜、大根、白ネギなど、なんでも
野菜が高すぎます！どうしてですか？農家がもうかりすぎ？！
異常気象で農産物の出荷量が減少し、価格が高騰!
野菜の価格上昇＝農家の儲けではありません!

　野菜の価格が高い要因は、異常気象による農産物の出荷量の減少です。夏の記録的猛暑と秋が短く高温・少雨であったこ
と、11月の台風による大雨、12月の低温など、例年とは大きく異なる天候に野菜は生育不良となりました。ほとんどの冬野菜
は秋に播種・定植しますが、気候の影響で発芽不良となったり、枯死する苗もありました。本来成長する時期も、充分に生育
しなかったため、出荷量が少なく、品薄となり高値となっています。今後も、予想を超える異常気象がいつ、どこで、どれだけ
起こるか分かりません。それにより野菜の出来は大きく変わり、今の価格まではいかなくても、高値が普通になるかもしれま
せん。また、野菜の輸送手段は主にトラックですが、ドライバーの人件費の値上がり、燃料価格の高騰などの物流コストの上
昇も影響しています。
　今、出荷できている農家はいくらかの収入があります。しかし、不作で量が少ないため、トータルでいうと大きな収入となっ
ていません。また、出荷する予定だった野菜が出来なかった農家には収入がありません。農家は、種子や肥料・農薬、燃料や
資材などの生産費が高騰する中、農作物を作っています。しかし、農産物の価格は需要と供給で決まるため
生産費が増えたからといって、野菜の販売価格に反映されず、農家の所得向上つながるわけではありませ
ん。農家の所得を確保するために、生産コストに見合った適正な価格形成が大きな課題となっています。

消費者の素朴なギモンにお答えします！
第12回

消費者の皆様からの農業や農作物についての疑問を受け付けています。daichi@ja-matsuyama.or.jp

【回答者】
営農販売部  次長   安永雅雄

健康の秘訣は？
栄養バランスの取れた食事を１日三食しっかり
食べています✨料理が大好きで、夏みかんをく
り抜いた中にちらし寿司を詰めた『夏かん寿司』
を考案し、テレビや冊子で紹介されました。寒い
季節は伊予かんを使って、見た目も楽しみながら
いただけます。

持つべきものは？
友だちです！ ＪＡの女性部や町内の婦人会で集
まって女子会をするのが楽しみのひとつ♪体調を
崩したときには、近所に住む50年来の“心友”が
病院へ送ってくれたり、おかずを届けてくれたり
と気にかけてくれ、本当に心強くありがたい存在
です♡

松山市別府町 森棟 三左子さん
昭和17年生まれの82歳！

もり

しん ゆう

むね み こさ

うちら元気なオーバー80！
No.12

大好きな料理と女子会♪
楽しみ

は

伊予かん寿司

別府町の仲間と

“心友”の
ふみちゃん

じいち
ゃんへ

　
　いつ

もおい
しいお

米やし
んせん

なお野
菜

をたく
さんあ

りがと
う。

　最近
は、大

根をお
でんや

ぶり大
根にし

て

食べる
のがと

ても大
好きで

す。た
くさん

おか

わりし
てるよ

。じい
ちゃん

が作っ
た大根

最高！

　これ
からも

体に気
をつけ

てお仕
事して

くだ

さい♡ ともき
、ゆい

より

（左上から）竹嶋秀明さん、藤田規衣さん、　　　　　知希くん、結衣ちゃん
とも き

のり え
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2025年２月28日に全議案が承認されました。
　  １、2025年度部門別運営方針について
　  ２、業務分掌及び職務権限表の一部変更について
　  ３、退職給与金支給規程の一部変更について
　  ４、信用事業方法書の一部変更について
　  ５、固定資産の取得について
　  ６、減資について
　  ７、子会社の搗精事業廃止に伴う機構改革について
　  ８、子会社の就業規則の一部改定について
　  ９、子会社の2024年度推定事業実績について
　10、子会社の2025年度経営基本方針について

事会だより理

インスタで
好評掲載中！

注意！野焼き、枯草の焼却による
　　　　　 たき火火災が多発！

野焼き、枯草の焼却などを行う場合は、事前
に最寄りの消防署に連絡をお願いします。

野焼き、枯草の焼却をする前に以下を確認！

□ 空気が乾燥し、風が強い日には焼却しない。
□ 周りに燃えやすいものを置かない。
□ 水バケツや水道ホース、消火器を準備する。
□ 複数人で行い、万が一の拡大に備える。
□ 焼却中は、その場を絶対に離れない。
□ 焼却後は、完全に消火する。

Marumestagram

いいね！♡

農家さんから二股の大根
をいただきました✨切るの
に勇気がいりましたがおい
しくいただきました☺

「くままちひなまつり」始まりました！見ていると気分が華やぎます。
（久万高原町  Ｙさん）

ふたりごと
のぞみ編

フ
ォ
ロ
ー
し
て
ね
！

高岡　哲郎
担当：マネーアドバイザー

久万

石鎚山ヒルクライム
完走が目標です！

■仕事中心がけていることは？■仕事中心がけていることは？■仕事中心がけていることは？■仕事中心がけていることは？

■休日の過ごし方■休日の過ごし方■休日の過ごし方■休日の過ごし方

運動不足解
消のために
ロードバイク
を購入しまし
た。休日は
20㎞走って
います。

からこんにちは！

“信用を売って信頼を得る”とい
うことを心がけています。

支所支所

daichi@ja-matsuyama.or.jp
●Eメールでのご応募

※写真はイメージです。生育状況などにより、農産
物が準備できない場合は、㈱松山生協の商品券
をお送りします。ご了承ください。
※当選者発表は、プレゼントの発送をもってかえ
させていただきます。

【個人情報の取り扱いについて】
　応募の際に、ご記入いただいた個人情報は、プ
レゼントの発送のためだけに使います。本人の同
意を得ずに第三者に開示することはありません。

※応募は一人１枚限り有効

締切３月31日㈪
消印有効

２月号の
応募総数

イ
チ
ゴ
の
表
面
に
あ
る
つ
ぶ
つ
ぶ
は

何
で
し
ょ
う
？

❶
種

❷
果
実

❸
茎

一粒のいちごは、数百個の
果実が集まった「集合果」な
んだって！

ヒント

２月号の答え「②」

Q

〒790-0003

松
山
市
三
番
町

　
　
八
ー
三
二
五
ー
一

Ｊ
Ａ
松
山
市

　
　
ふ
れ
あ
い
部

●ハガキでのご応募
①
ク
イ
ズ
の
答
え

②
本
誌
の
意
見
・
身
近
な
話
題
・

　
俳
句
・
そ
の
他
何
で
も

③
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

　
電
話
番
号

※①～③全て記入

＆

プ
レ
ゼ
ン
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

野
菜
の
ふ
し
ぎ
ク
イ
ズ
に
答
え
て

今
月
は

イ
チ
ゴ

82通
ありがとうございました。

応募者の中から5人に
表紙と同じ農作物を

プレゼント

応募方法
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す
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2025年２月28日に全議案が承認されました。
　  １、2025年度部門別運営方針について
　  ２、業務分掌及び職務権限表の一部変更について
　  ３、退職給与金支給規程の一部変更について
　  ４、信用事業方法書の一部変更について
　  ５、固定資産の取得について
　  ６、減資について
　  ７、子会社の搗精事業廃止に伴う機構改革について
　  ８、子会社の就業規則の一部改定について
　  ９、子会社の2024年度推定事業実績について
　10、子会社の2025年度経営基本方針について

事会だより理

インスタで
好評掲載中！

注意！野焼き、枯草の焼却による
　　　　　 たき火火災が多発！

野焼き、枯草の焼却などを行う場合は、事前
に最寄りの消防署に連絡をお願いします。

野焼き、枯草の焼却をする前に以下を確認！

□ 空気が乾燥し、風が強い日には焼却しない。
□ 周りに燃えやすいものを置かない。
□ 水バケツや水道ホース、消火器を準備する。
□ 複数人で行い、万が一の拡大に備える。
□ 焼却中は、その場を絶対に離れない。
□ 焼却後は、完全に消火する。

Marumestagram

いいね！♡

農家さんから二股の大根
をいただきました✨切るの
に勇気がいりましたがおい
しくいただきました☺

「くままちひなまつり」始まりました！見ていると気分が華やぎます。
（久万高原町  Ｙさん）

ふたりごと
のぞみ編

フ
ォ
ロ
ー
し
て
ね
！

高岡　哲郎
担当：マネーアドバイザー

久万

石鎚山ヒルクライム
完走が目標です！

■仕事中心がけていることは？■仕事中心がけていることは？■仕事中心がけていることは？■仕事中心がけていることは？

■休日の過ごし方■休日の過ごし方■休日の過ごし方■休日の過ごし方

運動不足解
消のために
ロードバイク
を購入しまし
た。休日は
20㎞走って
います。

からこんにちは！

“信用を売って信頼を得る”とい
うことを心がけています。

支所支所

daichi@ja-matsuyama.or.jp
●Eメールでのご応募

※写真はイメージです。生育状況などにより、農産
物が準備できない場合は、㈱松山生協の商品券
をお送りします。ご了承ください。
※当選者発表は、プレゼントの発送をもってかえ
させていただきます。

【個人情報の取り扱いについて】
　応募の際に、ご記入いただいた個人情報は、プ
レゼントの発送のためだけに使います。本人の同
意を得ずに第三者に開示することはありません。

※応募は一人１枚限り有効

締切３月31日㈪
消印有効
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❸
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地域に根づいた
ふれあい誌

が
ん
ば
っ
と
る
よ
！

紅ほっぺ、あまおとめ

25人

1.9ha

11月～５月頃

地元市場

品 種

部 会 員

栽培面積

収穫時期

出 荷 先

：

：

：

：

：

今年も甘みと酸味のバランスが良いイチゴができとるけん、ぜ
ひ食べてみて！

　川上・北伊予地区を中心に管
内の広い範囲で栽培しています。
　需要が高いクリスマスに合わせ
て栽培していますが、収穫時期は
長く５月まで出荷できます。また、
定期的に部会での巡回を実施し、
作柄の情報共有等をすることで
高品質なものを作っています。

苺
部
会

この二次元コードを

読み取ると、部会長の声を

動画で視聴できるよ！

部
会
長
　
重
信 

知
孝
さ
ん

と
も
た
か




